
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 1 学年 M1 組～ S 組

教科担当者：（M1組：播摩・大島）（M2組：播摩・大島）（E組：大島、興津）（A組：大島・興津）（S組：大島・興津）

使用教科書：（ ） 副教材： （ 第一学習社　言語力ドリル入門　読む・書く ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1

・表記・表現の基本ルールを理解している。
・必要な情報や資料を収集・整理し、わかり
やすい紹介文を書くために活用する方法を理
解している。
・目的に応じて題材を決め、集めた情報の妥
当性や信頼性を粘り強く吟味しようとしてい
る。

D 表現
【知識及び技能】
表記の基本ルールを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成を工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・言語活動
　「書き方の基礎レッスン」
・言語活動
　「地域の魅力を紹介する」

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

・常用漢字を正確に読み、文の中で活用して
いる。
・内容や構成、要旨を把握している。
・学習の見通しをもって、本文の構成を捉え
ようとしている。 ○ ○ ○
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・言語力ドリル入門
　１　順序を読む（１）
　２　順序を読む（２）
　３　概観・詳細
・作文、小テスト 〇 〇

・順序を表す言葉を理解している。
・情報をわかりやすく伝える工夫をしてい
る。
・効果的に書く方法を理解し、表現の工夫を
身につけようとしている。 ○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 現代の国語 3

態

現代の国語国語

領域
評価規準 知

第一学習社　現代の国語

〇

○ ○

定期考査
○ ○

・筆者の考えを読み取ることができる。
・内容や構成、論理の展開を捉え、要旨を把
握している。
・学習の見通しをもって、本文の構成を捉え
ようとしている。〇 ○

○

１
学
期

１自己を見つめる
【知識及び技能】
常用漢字を文の中で活用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、要旨を理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
生きる原点としての自己への理解を深め
ようとする。

・福岡伸一
「ルリボシカミキリの青」
・村田沙耶香
「こそそめスープ」

・言語活動
　「話し方の工夫」
・言語活動
　「スピーチで自分を伝える」

〇

定期考査

５社会と関わる・他者に出会う
【知識及び技能】
評論を読んで筆者の考えを読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開、要旨を理解で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・矢田勝美
 「真夏のひしこ漁」
・山崎正和
 「水の東西」

a 言語力ドリル１～３
【知識及び技能】
順序を表す言葉を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報をわかりやすく伝える工夫ができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

6

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

国語

言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

10

言語活動１
【知識及び技能】
聞き手に伝わるスピーチの方法を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
他の人のスピーチを聞き取ることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・話し言葉と書き言葉の特徴を理解してい
る。
・相手により伝わりやすい表現方法を理解し
ている。
・進んで材料を集めたり吟味したりし、今ま
での学習を生かしてスピーチを行おうとして
いる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

○

ｂ 言語力ドリル４～６
【知識及び技能】
具体・抽象の概念を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象の関係を押さえることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・言語力ドリル入門
　４　具体・抽象を理解する
（１）
　５　具体・抽象を理解する
（２）
　６　具体・抽象を意識して読む
・作文、小テスト

〇 〇

・具体・抽象の概念を理解している。
・具体と抽象の関係を押さえている。
・効果的に書く方法を理解し、表現の工夫を
身につけようとしている。

○ ○ ○



F 表現
【知識及び技能】
情報の探索と選択を実践できる。
【思考力、判断力、表現力等】
引用を適切に活用できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・言語活動
　「情報の探索と選択」
・言語活動
　「情報源の明示」

〇

・引用の具体的な方法を理解している。
・引用を適切に活用できるようになってい
る。
・進んで材料を集めたり吟味したりし、今ま
での学習を生かしてスピーチを行おうとして
いる。

○ ○ ○

H 理解編６
【知識及び技能】
図表等を読み、理解したことをまとめる
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えが伝わるように、表現の仕方
を工夫する方法を知ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・図書委員会のポスターの掲示内
容を検討する
・学校新聞の記事内容を検討する
・日本の労働問題に関わる資料を
読み比べる
・法律の改正に関わる文章を読み
比べる

〇

・異なる形式で書かれた複数の文章を読み、
理解したことをまとめている。
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方を理解
し、活用している。
・表現の仕方を工夫してまとめようとしてい
る。

○ ○

定期考査
○ ○

８未来に目を向ける
【知識及び技能】
主張と論理の関係を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開、要旨を理解で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・細馬宏通
　『不思議な拍手』
・鷲田清一
　『真の自立とは』

定期考査 ○ ○ 1

定期考査

1

6

○ 6

・文章の中で、主張と論理の違いやその関係
を理解している。
・内容や構成、論理の展開を捉え、要旨を把
握している。
・学習の見通しをもって、本文の構成を捉え
ようとしている。

12

4

12

○ ○ 1

1

4

4

12

３
学
期

・芸術や歴史の真実に触れ、物の見方を変え
ることを学ぶ。
・内容や構成、論理の展開を捉え、要旨を把
握している。
・学習の見通しをもって、本文の構成を捉え
ようとしている。

・筆者の考えを読み取ることができる。
・内容や構成、論理の展開を捉え、要旨を把
握している。
・学習の見通しをもって、本文の構成を捉え
ようとしている。

〇

〇

〇

５社会と関わる・他者に出会う
【知識及び技能】
評論を読んで筆者の考えを読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開、要旨を理解で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・村上信夫
「鍋洗いの日々」
・石田英敬
「未来をつくる想像力」

２
学
期

合計

105

７世界とつながる・視野を広げる
【知識及び技能】
芸術や歴史の真実に触れ、新しい着眼点
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開、要旨を理解で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・渡辺美佐子
「りんごのほっぺ」
・港千尋
「無彩の色」

ｃ 言語力ドリル７～９
【知識及び技能】
意見と事実の違いが理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
グラフから情報を読み取ることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・言語力ドリル入門
　７　意見・事実
　８　要旨
　９　グラフ（１）
・作文、小テスト 〇 〇

・意見と事実の違いを理解している。
・グラフから情報を読み取っている。
・効果的に書く方法を理解し、表現の工夫を
身につけようとしている。

○ ○ ○

ｄ 言語力ドリル１０～１２
【知識及び技能】
主張と具体例の違いが理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章から主張・具体例・理由を読み取る
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・言語力ドリル入門
　１０　グラフ（２）
　１１　論理①主張・具体例
　１２　論理②主張・理由・具体
例
・作文、小テスト

〇 〇

・主張と具体例の違いを理解している。
・文章から主張・具体例・理由を読み取って
いる。
・効果的に書く方法を理解し、表現の工夫を
身につけようとしている。 ○ ○ ○

e 言語力ドリル１３～１５
【知識及び技能】
主張と具体例の違いを理解し、書き分け
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
主張・具体例・理由をつなげて書くこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

・言語力ドリル入門
　１３　論理③意見を書く
　１４　論理④論理の評価
　１５　総まとめ
・作文、小テスト 〇 〇

・主張と具体例の違いを理解し、書き分けて
いる。
・主張・具体例・理由を接続して書いてい
る。
・効果的に書く方法を理解し、表現の工夫を
身につけようとしている。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 M1 組～ S 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（M1：西谷・山田）（M2：宮本・伊藤） （E：西谷・山田） （A：西谷・伊藤） （S：西谷・宮本）

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

高等学校　数学Ⅰ　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

態
配当
時数

１
学
期

単元　数と式①
【知識及び技能】
　数と式についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　数や式を多面的にみたり目的に
応じて適切に変形したりする力，
一次不等式を問題解決に活用する
力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　式の計算や数の拡張、一次不等
式のよさを認識し活用しようとす
る態度，粘り強く考え数学的論拠
に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

・指導項目
　多項式の加法と減法
　多項式の乗法
　因数分解

・教材
　高等学校　数学Ⅰ（数研出版）
　REPEAT　数学Ⅰ＋A（数研出版）

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　基本的な計算を通して、数学の用語やその
意味を理解することができる。また、式を整
理することができる。二次の乗法公式及び因
数分解の公式を理解している。
【思考・判断・表現】
　問題を解決する際に、すでに学習した計算
方法と関連付けて、式を多面的にとらえたり
目的に応じて適切に変形したりすることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　式の計算や数の拡張、一次不等式のよさを
認識し、考察や問題解決に活用しようとして
いる。
　

○ ○ ○ 17

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

単元　数と式②
【知識及び技能】
　数と式についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　数や式を多面的にみたり目的に
応じて適切に変形したりする力，
一次不等式を問題解決に活用する
力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　式の計算や数の拡張、一次不等
式のよさを認識し活用しようとす
る態度，粘り強く考え数学的論拠
に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

・指導項目
　３次式の展開と因数分解
　実数
　根号を含む計算
　２重根号
　不等式の性質
　１次不等式
　絶対値を含む方程式・不等式

・教材
　高等学校　数学Ⅰ（数研出版）
　REPEAT　数学Ⅰ＋A（数研出版）

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単
な無理数の四則計算をすることができる。不
等式の解の意味や不等式の性質について理解
している。また、１次不等式の解を求めるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
　不等式の性質をもとに、一次不等式を解く
方法を考えることができる。日常の事象や社
会の事象などを数学的にとらえ、一次不等式
を問題解決に活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　式の計算や数の拡張、一次不等式を活用し
た問題解決において、粘り強く考え，問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 20

定期考査 　
○ ○

1
定期考査

○ ○



〇 〇 1２
学
期

単元　２次関数①
【知識及び技能】
　２次関数についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，２次関数を用いて事
象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　関数関係に着目し，事象を的確
に表現してその特徴を表，式，グ
ラフを相互に関連付けて考察する
力，事象を数学的に捉えて問題を
解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　２次関数について、数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度を養う。

・指導項目
　関数とグラフ
　２次関数のグラフ
　グラフの平行移動・対称移動
　２次関数の最大・最小
　２次関数の決定

・教材
　高等学校　数学Ⅰ（数研出版）
　REPEAT　数学Ⅰ＋A（数研出版）

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　２次関数の値の変化やグラフの特徴につい
て理解している。２次関数の最大値や最小値
を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　２次関数の性質や式の変形をもとに、問題
を解く方法を考えることができる。２次関数
の式とグラフとの関係について、コンピュー
タなどの情報機器を用いてグラフをかくなど
してして多面的に考察すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
　２次関数や２次不等式のよさを認識し、考
察や問題解決に活用しようとしている。 〇 〇 〇 20

定期考査

20

定期考査
〇 〇 1

単元　２次関数②
【知識及び技能】
　２次関数についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，２次関数を用いて事
象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　関数関係に着目し，事象を的確
に表現してその特徴を表，式，グ
ラフを相互に関連付けて考察する
力，事象を数学的に捉えて問題を
解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　２次関数について、数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度を養う。

・指導項目
　２次方程式
　２次関数のグラフとx軸の位置関
係
　放物線と直線の共有点
　２次不等式
　絶対値を含む関数のグラフ

・教材
　高等学校　数学Ⅰ（数研出版）
　REPEAT　数学Ⅰ＋A（数研出版）

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　２次方程式の解と２次関数のグラフとの関
係について理解している。２次不等式の解と
２次関数のグラフとの関係について理解し、
２次関数のグラフを用いて２次不等式の解を
求めることができる。
【思考・判断・表現】
　二つの数量の関係に着目し、日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え、問題を解決
したり、解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　２次関数や２次不等式のよさを認識し、考
察や問題解決に活用しようとしている。２次
関数や２次不等式を活用した問題解決におい
て、粘り強く考え，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとしている。

〇 〇 〇

３
学
期

単元　図形と計量
【知識及び技能】
　三角比についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解する
とともに，三角比を用いて事象を
数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　三角比について、数学のよさを
認識し積極的に数学を活用しよう
とする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度を身に付け
る。三角比を活用して事象を論理
的に考察する力、事象の品質や他
の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力、三角比の表
現を用いて事象を簡潔・明瞭・的
確に表現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　三角比について、数学のよさを
認識し積極的に数学を活用しよう
とする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度を身に付け
る。

・指導項目
　三角比
　三角比の相互関係
　三角比の拡張

・教材
　高等学校　数学Ⅰ（数研出版）
　REPEAT　数学Ⅰ＋A（数研出版）

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　鋭角の三角比の意味と相互関係について理
解している。三角比を鈍角まで拡張する意義
を理解し、鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比を求める方法を理解している。正弦定
理や余弦定理について三角形の決定条件や三
平方の定理と関連付けて理解し、三角形の辺
の長さや角の大きさなどをもとめることがで
きる。
【思考・判断・表現】
　図形の構成要素間の関係を三角比を用いて
表現するとともに、定理や公式として導くこ
とができる。図形の構成要素間の関係に着目
し、日常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え、問題を解決したり、解決の過程を振り
返って事象の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　三角比やそれに関わる定理・公式を導くこ
とやそれらを活用した問題解決において、粘
り強く考え、その過程を振り返って考察を深
めたり評価・改善したりしようとしている。

〇 〇

余裕があれば、データの分析を行
う。

合計

105

〇 23

定期考査
〇 〇 1



年間授業計画　新様式

 東京都立蔵前工科高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 M1 組～ M2 組 E 組 A 組 S 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

(M1組：唐澤・松本) (M2組：唐澤・鶴田) (E組：鶴田・唐澤) (A組：鶴田・唐澤) (S組：唐澤・松本)

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケー
ションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常的・社会的な話題について，多くの支援を活用
すれば，必要な情報を聞き取り，話し手や書き手の
意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉え
たりすることができる。

日常的・社会的な話題について，多くの支援を活
用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続け
たり，論理性に注意して話して伝え合ったり、文
章を書いて伝えたりすることができる。

日常的・社会的な話題について，多くの支援を活用すれば，必要
な情報を聞き取ろうとしたり，話し手や書き手の意図を把握しよ
うとしたり，概要や要点を目的に応じて捉えようとしたり、また
基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に
注意して話して伝えようとしたり、文章を書いて伝えようとした
りすることができる。

All Aboard! English Communication I

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳
細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

１
学
期

Lesson 1
Breakfast around
the World
【知識及び技能】[知識]動詞の過去形を用いた
文の形・意味・用法を理解している。また，世
界の朝食について学んだ事柄や好きな食べ物に
ついて，自分の考えや好み，その理由などを整
理・理解している。
［技能］世界の朝食について学んだ事柄を用い
て，好きな食べ物について，考えや好み，その
理由を話して伝える技能を身につけている。ま
た，過去にしたことについて動詞の過去形を用
いて伝え合う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】世界の朝食に関
して書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，好きな食べ物につい
て，相手の意見を知り，自分の考えをまとめる
ために，自分の考えや好み，その理由を話した
り書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の朝食に関して書かれた文章について，聞
いたり読んだりしたことを活用しながら，好き
な食べ物について，相手の意見を知り，自分の
考えをまとめるために，自分の考えや好み，そ
の理由を話したり書いたりして伝え合おうとし
ている。

［題材内容］
世界の朝食を紹介するスピーチを
通して，その特徴や相違を学習す
る。
［言語材料］
過去形
［言語活動］
好きな食べ物について，英語で述
べることができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］動詞の過去形を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］動詞の過去形の理解をもとに，世界の朝食を紹介するスピーチ
や，昨夜何をしたかについての対話の内容を聞き取る技能を身につけてい
る。
読むこと：［知識］動詞の過去形を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］動詞の過去形の理解をもとに，世界の朝食を紹介するスピーチの
内容を読み取る技能を身につけている。
やり取り：［知識］世界の朝食について学んだ事柄や，好きな食べ物につ
いて自分の考えや好み，その理由などを整理・理解している。
［技能］世界の朝食について学んだ事柄を用いて，好きな食べ物につい
て，自分の考えや好み，その理由などを伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］世界の朝食について学んだ事柄や，好きな食べ物について
自分の考えや好み，その理由などを整理・理解している。
［技能］世界の朝食について学んだ事柄を用いて，好きな食べ物につい
て，自分の考えや好み，その理由などを話す技能を身につけている。
書くこと：［知識］世界の朝食について学んだ事柄や，好きな食べ物につ
いて自分の考えや好み，その理由などを整理・理解している。
［技能］世界の朝食について学んだ事柄を用いて，好きな食べ物について
自分の考えや好み，その理由などを書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：世界の朝食を紹介するスピーチや，好きな食べ物についての対
話の概要を捉えている。
読むこと：世界の朝食について書かれた文章の概要を捉えている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，世界の朝食について学
んだ事柄を用いて，好きな食べ物について自分の考えや好み，その理由な
どを伝え合っている。
発表：世界の朝食について学んだ事柄を用いて，好きな食べ物について自
分の考えや好み，その理由などを整理して話している。
書くこと：好きな食べ物について紹介するために，世界の朝食について学
んだ事柄を用いて，自分の考えや好み，その理由などについて書いてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：世界の朝食を紹介するスピーチや，好きな食べ物についての対
話の概要を捉えようとしている。
読むこと：世界の朝食について書かれた文章の概要を捉えようとしてい
る。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，世界の朝食について学
んだ事柄を用いて，好きな食べ物について自分の考えや好み，その理由な
どを伝え合おうとしている。
発表：世界の朝食について学んだ事柄を用いて，好きな食べ物について自
分の考えや好み，その理由などを整理して話そうとしている。
書くこと：好きな食べ物について紹介するために，世界の朝食について学
んだ事柄を用いて，自分の考えや好み，その理由などについて書こうとし
ている。

○ ○ ○ 10

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］進行形〈be 動詞＋動詞の-ing 形〉を用いた文の形・
意味を理解している。
［技能］進行形〈be 動詞＋動詞の-ing 形〉の理解をもとに，オーストラ
リアに生息する珍しい野生動物を紹介するスピーチや，今していることに
ついての対話の内容を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］進行形〈be 動詞＋動詞の-ing 形〉を用いた文の形・
意味を理解している。
［技能］進行形〈be 動詞＋動詞の-ing 形〉の理解をもとに，オーストラ
リアに生息する珍しい野生動物を紹介するスピーチの内容を読み取る技能
を身につけている。
やり取り：［知識］オーストラリアに生息する珍しい野生動物クオッカに
ついて学んだ事柄や，好きな動物について自分の考えや好み，その理由な
どを整理・理解している。
［技能］クオッカについて学んだ事柄を用いて，好きな動物について自分
の考えや好み，その理由などを伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］クオッカについて学んだ事柄を用いて，好きな動物につい
て自分の考えや好み，その理由などを整理・理解している。
［技能］クオッカについて学んだ事柄を用いて，好きな動物について自分
の考えや好み，その理由などを話す技能を身につけている。
書くこと：［知識］クオッカについて学んだ事柄を用いて，好きな動物に
ついて自分の考えや好み，その理由などを整理・理解している。
［技能］クオッカについて学んだ事柄を用いて，好きな動物について自分
の考えや好み，その理由などを書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：オーストラリアに生息する珍しい野生動物を紹介するスピーチ
や好きな動物について話される対話の概要を捉えている。
読むこと：オーストラリアに生息する珍しい野生動物について書かれた文
章の概要を捉えている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，クオッカについて学ん
だ事柄を用いて，好きな動物について自分の考えや好み，その理由などを
伝え合っている。
発表：クオッカについて学んだ事柄を用いて，好きな動物について自分の
考えや好み，その理由などを整理して話している。
書くこと：好きな動物について紹介するために，クオッカについて学んだ
事柄を用いて，自分の考えや好み，その理由などを書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：オーストラリアに生息する珍しい野生動物を紹介するスピーチ
や好きな動物について話される対話の概要を捉えようとしている。
読むこと：オーストラリアに生息する珍しい野生動物について書かれた文
章の概要を捉えようとしている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，クオッカについて学ん
だ事柄を用いて，好きな動物について自分の考えや好み，その理由などを
伝え合おうとしている。
発表：オッカについて学んだ事柄を用いて，好きな動物について自分の考
えや好み，その理由などを整理して話そうとしている。
書くこと：好きな動物について紹介するために，オーストラリアに生息す
る珍しい野生動物クオッカについて学んだ事柄を用いて，自分の考えや好
み，その理由などを書こうとしている。

○ ○ ○ 10

Lesson 2
Australia’s Cute
Quokkas
【知識及び技能】
［知識］進行形〈be 動詞＋動詞の-ing 形〉を
用いた文の形・意味・用法を理解している。ま
た，オーストラリアに生息する珍しい野生動物
について学んだ事柄や好きな動物について，自
分の考えや好み，その理由などを整理・理解し
ている。
［技能］進行形〈be 動詞＋動詞の-ing 形〉の
理解をもとに，オーストラリアに生息する珍し
い野生動物について学んだ事柄を用いて，好き
な動物について，考えや好み，その理由などを
話して伝え合う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
オーストラリアに生息する珍しい野生動物に関
して書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しな
がら，好きな動物について，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるために，考えや好
み，その理由などを話したり書いたりして伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
オーストラリアに生息する珍しい野生動物に関
して書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，好きな動物につい
て，相手の意見を知り，自分の考えをまとめる
ため
に，考えや好み，その理由などを話したり書い
たりして伝え合おうとしている。

［題材内容］
オーストラリアの珍しい野生動物
クオッカと観光のルールについて
学習する。
［言語材料］
進行形：〈be 動詞＋動詞の-ing
形〉
［言語活動］
好きな動物について，英語で述べ
ることができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 1定期考査 ○



１
学
期

○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］助動詞can, will を用いた文の形・意味を理解してい
る。［技能］can, will の理解をもとに，列車運転士の職業観や意義，あ
る場所への行き方とそこでできること，自分ができること・できないこと
について話されるスピーチや対話の内容を聞き取る技能を身につけてい
る。
読むこと：［知識］can, will を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］can, will の理解をもとに，列車運転士の職業観の紹介やある場
所への行き方について書かれた文章の内容を読み取る技能を身につけてい
る。
やり取り：［知識］can, will を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。［技能］ある場所への行き方とそこでできること，自分ができるこ
と・できないことについてcan を用いて伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］can, will を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］ある場所への行き方とそこでできることについて，can を用いて
話す技能を身につけている。
書くこと：［知識］can, will を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。［技能］ある場所への行き方とそこでできることについて，can を用
いて書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：ある場所への行き方とそこでできること，自分ができること・
できないことについて話されるスピーチや対話の概要を捉えている。
読むこと：東日本大震災で被災した三陸鉄道で働く列車運転士の職業観な
どについて書かれた文章の概要を捉えている。
やり取り：お互いについてよりよく知るために，ある場所への行き方とそ
こでできること，自分ができること・できないことについて伝え合ってい
る。
発表：列車運転士の職業観などについて読んだ内容を使いながら，ある場
所への行き方とそこでできることについて，情報を整理して話している。
書くこと：ある場所への行き方とそこでできることについて紹介するため
に，自分の考えなどについて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：ある場所への行き方とそこでできること，自分ができること・
できないことについて話されるスピーチや対話の概要を捉えようとしてい
る。
読むこと：職業観などについて書かれた文章の概要を捉えようとしてい
る。
やり取り：お互いについてよりよく知るために，ある場所への行き方とそ
こでできること，自分ができること・できないことについて伝え合おうと
している。
発表：列車運転士の職業観などについて読んだ内容を使いながら，ある場
所への行き方とそこでできることについて情報を整理して話そうとしてい
る。
書くこと：ある場所への行き方とそこでできることについて紹介するため
に，自分の考えなどについて書こうとしている。

○ ○ ○ 10

Lesson 3
A Train Driver in Sanriku
【知識及び技能】
［知識］助動詞can, will を用いた文の形・意
味・用法を理解している。
［技能］列車運転士の職業観の紹介やある場所
への行き方とそこでできること，自分ができる
こと・できないことについて，助動詞can,
will を用いて，情報や考えを話して伝え合う
技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
被災地域で働く列車運転士に関して書かれた文
章について，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，ある場所への行き方とそこででき
ること，自分ができること・できないことにつ
て，相手の意見を知り，自分の考えをまとめる
ために，情報や考えを話したり書いたりして伝
え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
被災地域で働く列車運転士に関して書れた文章
について，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，ある場所への行き方とそこでできるこ
と，自分ができること・できないことについ
て，相手の意見を知り，自分の考えをまとめる
ために，情報や考えを話したり書いたりして伝
え合おうとしている。

［題材内容］
被災地を運行する列車運転士のス
ピーチを通して，職業の意義につ
いて考える。
［言語材料］
助動詞：can, will
［言語活動］
ある場所への行き方とそこででき
ることについて，英語で述べるこ
とができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］to 不定詞〈to＋動詞の原形〉を用いた文の形・意味
を理解している。［技能］to 不定詞の理解をもとに，海外の観光地につ
いての紹介や行ってみたい場所，今週末にやりたいことについて話される
スピーチや対話の内容を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］to 不定詞を用いた文の形・意味を理解している。英
語で書かれるメール文の形式を理解している。［技能］to 不定詞の理解
をもとに，海外の観光地についての紹介や行ってみたい場所について書か
れた文章の内容を読み取る技能を身につけている。
やり取り：［知識］to 不定詞を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。［技能］ウユニ塩原でやりたいことや行ってみたい場所，今週末にや
りたいことについて，to 不定詞を用いて伝え合う技能を身につけてい
る。
発表：［知識］to 不定詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］行ってみたい場所や，そこでやりたいことなどについて，to 不
定詞を用いて話す技能を身につけている。
書くこと：［知識］to 不定詞を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。［技能］行ってみたい場所や，そこでやりたいことなどについて，to
不定詞を用いて書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：行ってみたい場所や今週末にやりたいことについて話されるス
ピーチや対話の概要を捉えている。
読むこと：ウユニ塩原の様子などについての文章の概要を捉えている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，ウユニ塩原でやりたい
ことや行ってみたい場所・今週末にやりたいことについて伝え合ってい
る。
発表：ウユニ塩原について読んだ内容を使いながら，行ってみたい場所
や，そこでやりたいことなどについて，学んだ情報を整理して話してい
る。
書くこと：行ってみたい場所や，そこでやりたいことなどについて紹介す
るために，自分の考えや，その理由について書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：行ってみたい場所や今週末にやりたいことについて話されるス
ピーチや対話の概要を捉えようとしている。
読むこと：ウユニ塩原について書かれた文章の概要を捉えようとしてい
る。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，ウユニ塩原でやりたい
ことや行ってみたい場所・今週末にやりたいことについて伝え合おうとし
ている。
発表：ウユニ塩原について読んだ内容を使いながら，行ってみたい場所
や，そこでやりたいことなどについて，学んだ情報を整理して話そうとし
ている。
書くこと：行ってみたい場所や，そこでやりたいことなどについて紹介す
るために，自分の考えや，その理由について書こうとしている。

○ ○ ○ 10

Lesson 4
A Miracle Mirror
【知識及び技能】
［知識］to 不定詞〈to＋動詞の原形〉を用い
た文の形・意味・用法を理解している。
［技能］ウユニ塩原でやりたいこと，行ってみ
たい場所ややりたいことについて，to不定詞
〈to＋動詞の原形〉を用いて，情報や考え，気
持ちを話して伝え合う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
ある場所に関して書かれた文章について，聞い
たり読んだりしたことを活用しながら行ってみ
たい場所ややりたいことについて，相手の意見
を知り，自分の考えをまとめるために，情報や
考え，気持ちを話したり書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
ある場所に関して書かれた文章について，聞い
たり読んだりしたことを活用しながら，行って
みたい場所ややりたいことについて，相手の意
見を知り，自分の考えをまとめるために，情報
や考え，気持ちを話したり書いたりして伝え合
おうとしている。

［題材内容］
海外の観光地について書かれた
メールを通して，その魅力につい
て学習する。
［言語材料］
to 不定詞：〈to＋動詞の原形〉
［言語活動］
行ってみたい場所について，英語
で述べることができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 1定期考査 ○

10

Lesson 6
A Funny Picture from the Edo Period
【知識及び技能】
［知識］受け身〈be 動詞＋過去分詞〉を用い
た文の形・意味・用法を理解している。［技
能］好きな絵の紹介とその理由について，受け
身〈be 動詞＋過去分詞〉を用いて，情報や考
え，気持ちを話して伝え合う技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，好きな絵とその理由について，相手の意見
を知り，自分の考えをまとめるために，情報や
考え，気持ちを話したり書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら，好きな絵とその理由について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめるために，情
報や考え，気持ちを話したり書いたりして
伝え合おうとしている。

［題材内容］
江戸時代の浮世絵師，歌川国芳に
ついてのスピーチを通して浮世絵
と現代マンガの関連性について考
える。
［言語材料］
受け身：〈be 動詞＋過去分詞〉
［言語活動］
好きな絵について，英語で述べる
ことができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］受け身〈be 動詞＋過去分詞〉を用いた文の形・意味
を理解している。［技能］受け身の理解をもとに，好きな絵の紹介とその
理由についてのスピーチや対話の内容と，ものに焦点をあてて「○○は…
される」という説明を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］受け身を用いた文の形・意味を理解している。［技
能］受け身の理解をもとに，好きな絵の紹介とその理由について書かれた
文章の内容を読み取る技能を身につけている。
やり取り：［知識］受け身を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］歌川国芳の絵の感想，自分の好きな絵についての紹介やそれを好
きな理由，ものに焦点をあてて「○○は…される」という説明について，
受け身を用いて伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］受け身を用いた文の形・意味・用法を理解している。［技
能］好きな絵の紹介とその理由について，受け身を用いて話す技能を身に
つけている。
書くこと：［知識］受け身を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］好きな絵について，受け身を用いて書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：好きな絵の紹介とその理由についてのスピーチや対話の内容
と，ものに焦点をあてて「○○は…される」という説明の概要を捉えてい
る。
読むこと：江戸時代の浮世絵師，歌川国芳の浮世絵などについて書かれた
文章の概要を捉えている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，歌川国芳の絵の感想，
自分の好きな絵についての紹介やそれを好きな理由などを伝え合い，もの
に焦点をあてて「○○は…される」と説明している。
発表：歌川国芳の浮世絵について読んだ内容を使いながら，好きな絵とそ
の理由について，学んだ情報を整理して話している。
書くこと：好きな絵について紹介するために，自分の考えや，その理由に
ついて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：好きな絵の紹介とその理由についてのスピーチや対話の内容
と，ものに焦点をあてて「○○は…される」という説明の概要を捉えよう
としている。
読むこと：江戸時代の浮世絵師，歌川国芳の浮世絵などについて書かれた
文章の概要を捉えようとしている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，歌川国芳の絵の感想，
自分の好きな絵についての紹介やそれを好きな理由などを伝え合おうと
し，ものに焦点をあてて「○○は…される」と説明しようとしている。
発表：歌川国芳の浮世絵について読んだ内容を使いながら，好きな絵とそ
の理由について，学んだ情報を整理して話そうとしている。
書くこと：好きな絵ついて紹介するために，自分の考えや，その理由につ
いて書こうとしている。

○

○ ○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］動名詞〈動詞の-ing 形〉を用いた文の形・意味を理
解している。［技能］動名詞の理解をもとに，高校のユニークな部活動に
ついての紹介や将来の夢，先週末に楽しんだことについて話されるインタ
ビューや対話の内容を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］動名詞を用いた文の形・意味を理解している。［技
能］動名詞の理解をもとに，高校のユニークな部活動についての紹介や将
来の夢について書かれた文章の内容を読み取る技能を身につけている。
やり取り：［知識］動名詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］クラブ活動や将来の夢，先週末に楽しんだことについて，動名詞
を用いて伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］動名詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。［技
能］将来の夢について，動名詞を用いて話す技能を身につけている。
書くこと：［知識］動名詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］将来の夢について，動名詞を用いて書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：将来の夢や，先週末に楽しんだことについて話されるインタ
ビューや対話の概要を捉えている。
読むこと：水族館部のあるユニークな高校の様子や部員の活動などについ
て書かれた文章の概要を捉えている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，クラブ活動や将来の
夢，先週末に楽しんだことについて伝え合っている。
発表：水族館部のあるユニークな高校の様子や部員の活動について読んだ
内容を使いながら，将来の夢について，学んだ情報を整理して話してい
る。
書くこと：将来の夢について紹介するために，自分の考えや，その理由に
ついて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：将来の夢や，先週末に楽しんだことについて話されるインタ
ビューや対話の概要を捉えようとしている。
読むこと：水族館部のあるユニークな高校の様子や部員の活動などについ
て書かれた文章の概要を捉えようとしている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，クラブ活動や将来の
夢，先週末に楽しんだことについて伝え合おうとしている。
発表：　水族館部のあるユニークな高校の様子や部員の活動について読ん
だ内容を使いながら，将来の夢について，学んだ情報を整理して話そうと
している。
書くこと：将来の夢について紹介するために，自分の考えや，その理由に
ついて書こうとしている。

○ ○ ○

Lesson 5
Learning from the Sea
【知識及び技能】
［知識］動名詞〈動詞の-ing 形〉を用いた文
の形・意味・用法を理解している。［技能］将
来の夢や先週末に楽しんだことについて，動名
詞〈動詞の-ing 形〉を用いて，考えや気持
ち，情報などを話して伝え合う技能を身につけ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
高校のユニークな部活動に関して書かれた文章
について，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，将来の夢や先週末に楽しんだことにつ
いて，相手の意見を知り，自分の考えをまとめ
るために，考えや気持ち，情報などを話したり
書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
高校のユニークな部活動に関して書かれた文章
について，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，将来の夢や先週末に楽しんだことにつ
いて，相手の意見を知り，自分の考えをまとめ
るために，考えや気持ち，情報などを話したり
書いたりして伝え合おうとしている。

［題材内容］
高校のユニークな部活動を通し
て，今好きなことと将来の夢につ
いて考える。
［言語材料］
動名詞：〈動詞の-ing 形〉
［言語活動］
将来の夢について，英語で述べる
ことができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 10
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Lesson 6
A Funny Picture from the Edo Period
【知識及び技能】
［知識］受け身〈be 動詞＋過去分詞〉を用い
た文の形・意味・用法を理解している。［技
能］好きな絵の紹介とその理由について，受け
身〈be 動詞＋過去分詞〉を用いて，情報や考
え，気持ちを話して伝え合う技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，好きな絵とその理由について，相手の意見
を知り，自分の考えをまとめるために，情報や
考え，気持ちを話したり書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら，好きな絵とその理由について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめるために，情
報や考え，気持ちを話したり書いたりして
伝え合おうとしている。

［題材内容］
江戸時代の浮世絵師，歌川国芳に
ついてのスピーチを通して浮世絵
と現代マンガの関連性について考
える。
［言語材料］
受け身：〈be 動詞＋過去分詞〉
［言語活動］
好きな絵について，英語で述べる
ことができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］受け身〈be 動詞＋過去分詞〉を用いた文の形・意味
を理解している。［技能］受け身の理解をもとに，好きな絵の紹介とその
理由についてのスピーチや対話の内容と，ものに焦点をあてて「○○は…
される」という説明を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］受け身を用いた文の形・意味を理解している。［技
能］受け身の理解をもとに，好きな絵の紹介とその理由について書かれた
文章の内容を読み取る技能を身につけている。
やり取り：［知識］受け身を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］歌川国芳の絵の感想，自分の好きな絵についての紹介やそれを好
きな理由，ものに焦点をあてて「○○は…される」という説明について，
受け身を用いて伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］受け身を用いた文の形・意味・用法を理解している。［技
能］好きな絵の紹介とその理由について，受け身を用いて話す技能を身に
つけている。
書くこと：［知識］受け身を用いた文の形・意味・用法を理解している。
［技能］好きな絵について，受け身を用いて書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：好きな絵の紹介とその理由についてのスピーチや対話の内容
と，ものに焦点をあてて「○○は…される」という説明の概要を捉えてい
る。
読むこと：江戸時代の浮世絵師，歌川国芳の浮世絵などについて書かれた
文章の概要を捉えている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，歌川国芳の絵の感想，
自分の好きな絵についての紹介やそれを好きな理由などを伝え合い，もの
に焦点をあてて「○○は…される」と説明している。
発表：歌川国芳の浮世絵について読んだ内容を使いながら，好きな絵とそ
の理由について，学んだ情報を整理して話している。
書くこと：好きな絵について紹介するために，自分の考えや，その理由に
ついて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：好きな絵の紹介とその理由についてのスピーチや対話の内容
と，ものに焦点をあてて「○○は…される」という説明の概要を捉えよう
としている。
読むこと：江戸時代の浮世絵師，歌川国芳の浮世絵などについて書かれた
文章の概要を捉えようとしている。
やり取り：おたがいについてよりよく知るために，歌川国芳の絵の感想，
自分の好きな絵についての紹介やそれを好きな理由などを伝え合おうと
し，ものに焦点をあてて「○○は…される」と説明しようとしている。
発表：歌川国芳の浮世絵について読んだ内容を使いながら，好きな絵とそ
の理由について，学んだ情報を整理して話そうとしている。
書くこと：好きな絵ついて紹介するために，自分の考えや，その理由につ
いて書こうとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ ○ ○ 1

Lesson 7
A Diary of Hope
【知識及び技能】［知識］比較表現〈-er〉
〈the -est〉〈as＋原級＋as〉を用いた文の
形・意味・用法を理解している。また，アン
ネ・フランクについて学んだり，関心のある人
物について調べた事柄を整理・理解している。
［技能］比較表現〈-er〉〈the -est〉〈as＋
原級＋as〉の理解をもとに，アンネ・フランク
について学んだり，関心のある人物
について自分で調べた事柄を用いて，考えなど
を伝え合う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
アンネ・フランクの生活と彼女の日記について
書かれた文章について，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，関心のある人物につい
て，相手の意見を知り，自分の考えをまとめる
ために，情報や考え，気持ちを話したり書いた
りして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
アンネ・フランクの生活と彼女の日記につい
て書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，関心のある人物に
ついて，相手の意見を知り，自分の考えをま
とめるために，情報や考え，気持ちを話した
り書いたりして伝えあおうとしている。

［題材内容］
アンネ・フランクの生活と日記に
ついて紹介する授業を通して，生
きることの意味について考える。
［言語材料］
比較表現：〈-er〉〈the -est〉
〈as
＋原級＋as〉
［言語活動］
関心のある人物について，英語で
説明することができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 10

Lesson 8
A Door to a New Life
【知識及び技能】
［知識］現在完了形〈have[has]＋過去分詞〉
を用いた文の形・意味・用法を理解している。
また，ロボットカフェについて学んだり，ロ
ボットについて自分で調べた事柄を整理・理解
している。［技能］現在完了形〈have[has]＋
過去分詞〉の理解をもとに，ロボットカフェに
ついて学んだり，ロボットについて自分で調べ
た事柄を用いて，人の生活を豊かにするロボッ
トのアイディアを提案する技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ロボットカフェに関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，ロボットについて自分で調べた事柄を用
いて，人の生活を豊かにするロボットのアイ
ディアを考えて，それを提案する記事を書いた
り話したりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
ロボットカフェに関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，ロボットについて自分で調べた事柄を用
いて，人の生活を豊かにするロボットのアイ
ディアを考えて，それを提案する記事を書い
たり話したりしようとしている。

［題材内容］
ロボットカフェを紹介する実況中
継を通して，ロボットの可能性に
ついて考える。
［言語材料］
現在完了形：〈have[has]＋過去分
詞〉
［言語活動］
人の生活を豊かにするロボットに
ついて考え，英語で提案すること
ができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］現在完了形〈have[has]＋過去分詞〉を用いた文の
形・意味を理解している。［技能］現在完了形の理解をもとに，ロボット
カフェを紹介する実況中継や，今までに経験したことについての対話の内
容を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］現在完了形を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］現在完了形の理解をもとに，ロボットカフェを紹介する実況中継
や，人の生活を豊かにするロボットについて書かれた記事の内容を読み取
る技能を身につけている。
やり取り：［知識］ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて
自分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］ロボットカフェについ
て学んだり，ロボットについて自分で調べた事柄を用いて，考えなどを伝
え合う技能を身につけている。
発表：［知識］ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて自分
で調べた事柄を整理・理解している。［技能］ロボットカフェについて学
んだり，ロボットについて自分で調べた事柄を用いて，人の生活を豊かに
するロボットのアイディアを提案する技能を身につけている。
書くこと：［知識］ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて
自分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］ロボットカフェについ
て学んだり，ロボットについて自分で調べた事柄を用いて，人の生活を豊
かにするロボットのアイディアを提案する記事を書く技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：ロボットカフェを紹介する実況中継や，人の生活を豊かにする
ロボットについて話される対話の概要を捉えている。
読むこと：ロボットカフェを紹介する実況中継や，人の生活を豊かにする
ロボットについて書かれた記事の概要を捉えている。
やり取り：ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて自分で調
べた事柄を用いて，考えなどを伝え合っている。
発表：ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて自分で調べた
事柄を用いて，人の生活を豊かにするロボットのアイディアなどを整理し
て話している。
書くこと：学んだことや，自分で調べた事柄を用いて，人の生活を豊かに
するロボットのアイディアなどを書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：実況中継や，対話の概要を捉えようとしている。
読むこと：実況中継や，記事の概要を捉えようとしている。
やり取り：ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて自分で調
べた事柄を用いて，考えなどを伝え合おうとしている。
発表：ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて自分で調べた
事柄を用いて，人の生活を豊かにするロボットのアイディアなどを整理し
て話そうとしている。
書くこと：ロボットカフェについて学んだり，ロボットについて自分で調
べた事柄を用いて，人の生活を豊かにするロボットのアイディアなどを書
こうとしている。

○

○ ○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］比較表現〈-er〉〈the -est〉〈as＋原級＋as〉を用
いた文の形・意味を理解している。［技能］比較表現の理解をもとに，ア
ンネ・フランクの生活と彼女が書いた日記の影響について紹介する授業
や，ある家族の人々をいろいろな点で比べる対話の内容を聞き取る技能を
身につけている。
読むこと：［知識］比較表現を用いた文の形・意味を理解している。［技
能］比較表現の理解をもとに，アンネの生活と彼女が書いた日記の影響に
ついて紹介する授業について書かれた文章の内容を読み取る技能を身につ
けている。
やり取り：［知識］アンネについて学んだり，関心のある人物について自
分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］アンネについて学んだ
り，関心のある人物について自分で調べた事柄を用いて，考えなどを伝え
合う技能を身につけている。発表：［知識］アンネについて学んだり，関
心のある人物について自分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］
アンネについて学んだり，関心のある人物について自分で調べた事柄を用
いて，関心のある人物について話す技能を身につけている。
書くこと：［知識］アンネについて学んだり，関心のある人物について自
分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］アンネについて学んだ
り，関心のある人物について自分で調べた事柄を用いて，関心のある人物
について書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：アンネ・フランクの生活と彼女の日記の影響について紹介する
授業や，関心のある人物についてのスピーチや対話の概要を捉えている。
読むこと：アンネの生活と彼女が書いた日記の影響について紹介する授業
について書かれた文章の概要を捉えている。
やり取り：アンネについて学んだり，関心のある人物について自分で調べ
た事柄を用いて，考えなどを伝え合っている。
発表：アンネについて学んだり，関心のある人物について自分で調べた事
柄を用いて，関心のある人物について整理して話している。
書くこと：アンネについて学んだり，関心のある人物について自分で調べ
た事柄を用いて，関心のある人物について書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：アンネの生活と彼女の日記の影響について紹介する授業や，関
心のある人物についてのスピーチや対話の概要を捉えようとしている。
読むこと：アンネの生活と彼女の日記の影響について紹介する授業につい
て書かれた文章の概要を捉えようとしている。
やり取り：アンネについて学んだり，関心のある人物について自分で調べ
た事柄を用いて，考えなどを伝え合おうとしている。
発表：アンネについて学んだり，関心のある人物について自分で調べた事
柄を用いて，関心のある人物について整理して話そうとしている。
書くこと：アンネについて学んだり，関心のある人物について自分で調べ
た事柄を用いて，関心のある人物について書こうとしている。

○ ○ ○

○ ○ 10

定期考査
○ ○ ○ ○ 1

２
学
期



３
学
期

Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
【知識及び技能】
［知識］「名詞を後ろから説明する分詞」が用
いられた文の形・意味・用法を理解している。
また，プラスチックごみによる環境汚染の問題
について学んだり，プラスチックごみの問題に
ついて調べた事柄を整理・理解している。［技
能］「名詞を後ろから説明する分詞」の理解を
もとに，プラスチックごみによ
る環境汚染の問題について学んだり，プラス
チックごみの問題について自分で調べた事柄を
用いて，自分たちにできることを伝え合う技能
を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
プラスチックごみによる環境汚染の問題に関
して書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，プラスチックごみの
問題について自分たちにできることについて，
相手の意見を知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書いたりして伝
え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
プラスチックごみによる環境汚染の問題に関
して書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，プラスチックごみの
問題について自分たちにできることについて，
相手の意見を知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書いたりして伝
え合おうとしている。

［題材内容］
プラスチックごみによる環境汚染
と戦うインドネシアの姉妹の活動
を学習する。
［言語材料］
名詞を後ろから説明する分詞
［言語活動］
環境を守るためにできることにつ
いて，英語で述べることができ
る。
・一人１台端末の活用　等

○ ○

定期考査
○

○ 10

Lesson 10
Pigs from across the Sea
【知識及び技能】
［知識］関係代名詞who, which を用いた文の
形・意味・用法を理解している。また，第二次
世界大戦によって疲弊した沖縄とハワイからの
援助や，両地域の現在の交流について学んだ
り，海外の文化や社会を理解する手段につい
て，自分で調べた事柄を整理・理解している。
［技能］関係代名詞who, which の理解をもと
に，第二次世界大戦によって疲弊した沖縄とハ
ワイからの援助や，両地域の現在の交流につい
て学んだり，海外の文化や社会を理解する手段
について自分で調べた事柄を用いて，考えや情
報などを話して伝え合う技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦によって疲弊した沖縄とハワイ
からの援助などに関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，海外の文化や社会を理解するためにできる
ことについて，相手の意見を知り，自分の考え
をまとめるために，情報や考えなどを話したり
書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦によって疲弊した沖縄とハワイ
からの援助などに関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
ら，海外の文化や社会を理解するためにできる
ことについて，相手の意見を知り，自分の考え
をまとめるために，情報や考えなどを話したり
書いたりして伝え合おうとしている。

［題材内容］
第二次世界大戦によって疲弊した
沖縄とハワイ在住の沖縄出身日系
アメリカ人からの援助や，両地域
の現在の交流について学習する。
［言語材料］
関係代名詞：who, which
［言語活動］
海外の文化や社会に対する理解を
深める活動について，英語で述べ
ることができる。
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］関係代名詞who，which を用いた文の形・意味を理解
している。［技能］関係代名詞の理解をもとに，第二次世界大戦によって
疲弊した沖縄とハワイ在住の沖縄出身日系アメリカ人からの援助などを紹
介する記事や，関係代名詞によって説明を加えられた場所についての対話
の内容を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］関係代名詞を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］関係代名詞の理解をもとに，第二次世界大戦によって疲弊した沖
縄とハワイ在住の沖縄出身日系アメリカ人の援助などを紹介する記事の内
容を読み取る技能を身につけている。
やり取り：［知識］第二次世界大戦後の沖縄やハワイからの援助，両地域
の現在の交流について学んだり，海外の文化や社会を理解する手段につい
て自分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］太平洋戦争後の沖縄
やハワイからの援助，両地域の現在の交流について学んだり，海外の文化
や社会を理解する手段について自分で調べた事柄を用いて，考えや情報な
どを伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］学んだり，海外の文化や社会を理解する手段について自分
で調べた事柄を整理・理解している。［技能］学んだり，調べた事柄を用
いて，考えや情報などを話す技能を身につけている。
書くこと：［知識］学んだり，調べた事柄を整理・理解している。［技
能］学んだり，調べた事柄を用いて，海外の文化や社会を理解するために
できることを書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：大戦によって疲弊した沖縄とハワイ在住の沖縄出身日系アメリ
カ人からの援助などを紹介する記事や，海外の文化や社会を理解する手段
について話されるスピーチや対話の概要を捉えている。
読むこと：沖縄への援助などを紹介する記事の概要を捉えている。
やり取り：調べた事柄などを用いて，考えや情報などを伝え合っている。
発表：学んだり，調べた事柄を用いて，考えや情報などを整理して話して
いる。
書くこと：学んだり，調べた事柄を用いて，海外の文化や社会を理解する
ためにできることを書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：大戦後の沖縄とハワイ在住の沖縄出身日系アメリカ人からの援
助などを紹介する記事や，海外の文化や社会を理解する手段について話さ
れるスピーチや対話の概要を捉えようとしている。
読むこと：記事の概要を捉えようとしている。
やり取り：学んだことや，調べた事柄を用いて，考えや情報などを伝え合
おうとしている。
発表：学んだことや，調べた事柄を用いて，考えや情報などを整理して話
そうとしている。
書くこと：学んだり，海外の文化や社会を理解する手段について自分で調
べた事柄を用いて，海外の文化や社会を理解するためにできることを書こ
うとしている。

○ ○ ○

【知識及び技能】
聞くこと：［知識］名詞を後ろから説明する分詞が用いられた文の形・意
味を理解している。［技能］分詞（後置修飾）の理解をもとに，プラス
チックごみによる環境汚染と戦う姉妹を紹介する記事や，説明を加えられ
た人や物についての対話の内容を聞き取る技能を身につけている。
読むこと：［知識］分詞が用いられた文の形・意味を理解している。英語
で書かれるインターネットのサイトへの投稿記事の形式を理解している。
［技能］分詞の理解をもとに，プラスチックごみによる環境汚染と戦う姉
妹を紹介する記事と姉妹の投稿記事の内容を読み取る技能を身につけてい
る。
やり取り：［知識］プラスチックごみによる環境汚染について学んだり，
ごみの問題について自分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］ご
みによる環境汚染について学んだり，ごみの問題について自分で調べた事
柄を用いて，考えなどを伝え合う技能を身につけている。
発表：［知識］ごみによる環境汚染について学んだり，ごみの問題につい
て自分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］ごみによる環境汚染
について学んだり，ごみの問題について自分で調べた事柄を用いて，プラ
スチックごみの問題について自分たちにできることを話す技能を身につけ
ている。
書くこと：［知識］ごみによる環境汚染について学んだり，ごみの問題に
ついて自分で調べた事柄を整理・理解している。［技能］ごみによる環境
汚染について学んだり，ごみの問題について自分で調べた事柄を用いて，
ごみの問題について自分たちにできることを書く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞くこと：ごみによる環境汚染と戦う姉妹を紹介する記事と姉妹の投稿記
事や，ごみの問題について話される対話の概要を捉えている。
読むこと：ごみによる環境汚染と戦う姉妹を紹介する記事と姉妹の投稿記
事の概要を捉えている。
やり取り：ごみによる環境汚染について学んだり，ごみの問題について自
分で調べた事柄を用いて，考えなどを伝え合っている。
発表：学んだり，調べた事柄を用いて，ごみの問題について自分たちにで
きることを整理して話している。
書くこと：学んだり，調べた事柄を用いて，ごみの問題について自分たち
にできることを書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
聞くこと：環境汚染と戦う姉妹を紹介する記事と姉妹の投稿記事や，ごみ
の問題について話される対話の概要を捉えようとしている。
読むこと：ごみによる環境汚染と戦う姉妹を紹介する記事と姉妹の投稿記
事の概要を捉えようとしている。
やり取り：学んだり，ごみの問題について自分で調べた事柄を用いて，考
えなどを伝え合おうとしている。
発表：学んだり，ごみの問題について自分で調べた事柄を用いて，ごみの
問題について自分たちにできることを整理して話そうとしている。
書くこと：ごみによる環境汚染について学んだり，ごみの問題について自
分で調べた事柄を用いて，ごみの問題について自分たちにできることを書
こうとしている。

○ ○

合計

105

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 10



年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 M1 組～ S 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　M1組：原島　）（　M2組：原島　） （　E組：原島　） （　A組：原島　） （　S組：原島　）

公民 公共
公民 公共 2

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するた
めの手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに，諸資料から，現代社会に生きる人
間として活動するために必要となる情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断
の手掛かりとなる考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して，事実を基に多面的・
多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成
や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される，現代社会
に生きる人間としての在り方生き方についての
自覚，公共的な空間に生き国民主権を担う公民
として，自国を愛し，その平和と繁栄を図るこ
とや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深

『高等学校　公共－これからの社会について考える』（数研出版）

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解
しているとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。
現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正
に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論している。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

態
配当
時数

１
学
期

西洋近現代の思想
【知識及び技能】
近世・近代・現代の世界の思想家
の思想内容を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
先哲の思想や生き方から自分自身
の生き方を検証し，公共的な空間
を作る主体としての自己の生き方
について考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
選択・判断の手掛かりとなる考え
方を理解し身につけさせる。

・第一節　西洋近現代の思想
　1.科学的・合理的な考え方
　2.民主社会の倫理
　3.他者とともに生きる

・考え方のレッスン　1・2

【知識・技能】
　近世・近代・現代の世界の思想家の思想内
容が理解できている。
【思考・判断・表現】
先哲の思想や生き方から自分自身の生き方を
検証し，公共的な空間を作る主体としての自
己の生き方につて考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
選択・判断の手掛かりとなる考え方を理解し
身につけようとしている。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

定期考査 ○ ○ 〇 1

現代の諸課題と倫理
【知識及び技能】
地球環境問題，資源・エネルギー
問題，生命科学や情報技術の進展
などの事象について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
公共的な空間における人間として
の在り方生き方を考察するための
選択・判断の手掛かりを考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
選択・判断の手掛かりとなる考え
方を使って，現代の諸課題を主体
的に追究する。

・第二節　現代の諸課題と倫理
　1.地球環境をめぐる問題
　2.資源・エネルギーをめぐる問
題
　3.生命をめぐる問題
　4.情報をめぐる問題

・クローズアップ
　01・02・03・04
・Thinking time 05・06

【知識・技能】
　地球環境問題，資源・エネルギー問題，生
命科学や情報技術の進展などの事象について
理解できている。
【思考・判断・表現】
公共的な空間における人間としての在り方生
き方を考察するための選択・判断の手掛かり
が考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
選択・判断の手掛かりとなる考え方を使っ
て，現代の諸課題を主体的に追究できている

○ ○ ○

4

日本社会の基本原理
【知識及び技能】
日本国憲法の基本原理や保障され
ている権利を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
日本国憲法の基礎にある考え方に
着目し，公共的な空間における基
本的原理との関連を考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本国憲法で保障されている権利
が理解でき，自らの生き方と権利
を結びつけることができる。

・第二節　日本社会の基本原理
　1.日本国憲法と基本原理
　2.平等権・自由権
　3.社会権・参政権・請求権
　4.人権の広がり
　5.国会のしくみと役割
　6.内閣のしくみと行政機構

・クローズアップ　06・07・08
・Thinking time 08

【知識・技能】
日本国憲法の基本原理や保障されている権利
が理解できている。
【思考・判断・表現】
日本国憲法の基礎にある考え方に着目し，公
共的な空間における基本的原理との関連を考
察することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本国憲法で保障されている権利が理解で
き，自らの生き方と権利を結びつけることが
できている。

○ ○ ○ 7

民主社会の基本原理
【知識及び技能】
人間の尊厳と平等，個人の尊重，
民主主義，法の支配，自由・権利
と責任・義務など，公共的な空間
における基本的原理について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
このような基本的原理を考察する
ことによって，個人と社会との関
わりを多面的・多角的に考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
民主政治が自らの生活とかかわっ
ていることを理解し，民主社会に
主体的に生きる人間のあり方生き

・第一節　民主社会の基本原理
　1.民主政治と基本的人権
　2.権力分立と法の支配
　3.個人や社会とのかかわり

・Thinking time 07
・クローズアップ　05

【知識・技能】
人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主義，
法の支配，自由・権利と責任・義務など，公
共的な空間における基本的原理について理解
できている。
【思考・判断・表現】
このような基本的原理を考察することによっ
て，個人と社会との関わりを多面的・多角的
に考察することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
民主政治が自らの生活とかかわっていること
を理解し，民主社会に主体的に生きる人間の
あり方生き方について思索を深められてい
る。

○ ○ ○

第二節　司法参加の意義
　1.司法権と日本の裁判制度
　2.司法参加の意義

・クローズアップ　10・11
・Thinking time 11

【知識・技能】
公正な裁判には司法権の独立が必要であり，
国民の参加が大切であることが理解できてい
る。
【思考・判断・表現】
・裁判員制度がどのような目的で創設された
か考察できている。
・裁判によって国民のどのような権利が守ら
れているのか考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
模擬裁判などを通して，司法に関心を持ち裁
判員制度の意義をふまえ積極的に参画する自
覚を持つことができている。

○ ○ ○ 3

1

２
学
期

法と契約
【知識及び技能】
法や規範の意義や役割を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日常の買い物や銀行のクレジット
カードなど具体的な例を挙げる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な紛争状況を設定し，それを
解決するためのルール作りを体験
的に行う。

第一節　法と契約
　1.法・規範の意義と役割
　2.経済社会とルール
　3.契約と消費者の権利

・クローズアップ　09
・Thinking time 09・10

【知識・技能】
法や規範の意義や役割が理解できている。
【思考・判断・表現】
日常の買い物や銀行のクレジットカードなど
具体的な例を挙げることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な紛争状況を設定し，それを解決するた
めのルール作りを体験的に行うことができ
る。

○ ○ ○ 3

司法参加の意義
【知識及び技能】
公正な裁判には司法権の独立が必
要であり，国民の参加が大切であ
ることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・裁判員制度がどのような目的で
創設されたか考察する。
・裁判によって国民のどのような
権利が守られているのか考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬裁判などを通して，司法に関
心を持ち裁判員制度の意義をふま
え積極的に参画する自覚を持たせ

定期考査
○ ○ 〇



第二節　司法参加の意義
　1.司法権と日本の裁判制度
　2.司法参加の意義

・クローズアップ　10・11
・Thinking time 11

【知識・技能】
公正な裁判には司法権の独立が必要であり，
国民の参加が大切であることが理解できてい
る。
【思考・判断・表現】
・裁判員制度がどのような目的で創設された
か考察できている。
・裁判によって国民のどのような権利が守ら
れているのか考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
模擬裁判などを通して，司法に関心を持ち裁
判員制度の意義をふまえ積極的に参画する自
覚を持つことができている。

○ ○ ○ 3

２
学
期

司法参加の意義
【知識及び技能】
公正な裁判には司法権の独立が必
要であり，国民の参加が大切であ
ることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・裁判員制度がどのような目的で
創設されたか考察する。
・裁判によって国民のどのような
権利が守られているのか考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬裁判などを通して，司法に関
心を持ち裁判員制度の意義をふま
え積極的に参画する自覚を持たせ

1

政治参加と民主政治の課題
【知識及び技能】
地方自治や選挙の仕組み，政党の
役割を考察することによって具体
的に民主政治を支える制度を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
選挙制度の違いによって，政党制
にも大きな違いがでてくることを
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬投票などを通して，選挙に積
極的に参加するなど主権者として
の自覚を持つ。

・第一節　政治参加と民主政治の
課題
　1.選挙の役割と意義
　2.政党の役割
　3.地方自治の現状と課題
　4.世論の形成と政治参加

・クローズアップ　12・13
・Thinking time 12

【知識・技能】
地方自治や選挙の仕組み，政党の役割を考察
することによって具体的に民主政治を支える
制度を理解できている。
【思考・判断・表現】
選挙制度の違いによって，政党制にも大きな
違いがでてくることを考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
模擬投票などを通して，選挙に積極的に参加
するなど主権者としての自覚を持つことがで
きている。

○ ○ ○ 4

定期考査 ○ ○ 〇

5

定期考査
○ ○ 〇 1

国際政治の動向
【知識及び技能】
・国際法の意義や国際紛争を解決
する機関の役割を理解する。
・国際連盟・国際連合の組織と役
割を理解する。
・冷戦の成立とその終結後の国際
政治の流れを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・集団的安全保障がなぜ有効なの
か考察する。
・国連の現状と課題について考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・日々報道される世界の国際紛争
に関心が持てる。
・それぞれの紛争の解決への筋道
は何か提示することができる。

・第二節　国際政治の動向
　1.国際社会と国際法
　2.戦後の国際情勢
　3.現代の紛争

・クローズアップ　14
・Thinking time 13

【知識・技能】
・国際法の意義や国際紛争を解決する機関の
役割が理解できている。
・国際連盟・国際連合の組織と役割が理解で
きている。
・冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れ
が理解できている。
【思考・判断・表現】
・集団的安全保障がなぜ有効なのか考察でき
ている。
・国連の現状と課題について考察できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日々報道される世界の国際紛争に関心が持
てている。
・それぞれの紛争の解決への筋道は何か提示
することができている。

○ ○ ○

３
学
期

経済のしくみと産業の変化
【知識及び技能】
・現代の企業の果たしている役割
を理解している。
・中小企業や農業の果たしている
役割と現状を理解している。
・産業構造の変化と職業選択との
関係や，雇用・労働問題について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代の企業倫理について考察し
ている。
・経済のサービス化が進展し，国
民生活にどのような変化をもたら
したか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・AI やIT などの先端技術が発展
するなかで，自分の進路や職業選
択を考えることができる。
・経済社会に主体的に生きる一員
として，今後の日本経済について
見通しがたてられる。

・第一節　経済のしくみと産業の
変化
　1.経済生活のしくみ
　2.企業の働きと役割
　3.日本を支える中小企業と農業
　4.産業構造の変化と職業
　5.労働者の権利
　6.現代の労働問題

・クローズアップ　17・18
・Thinking time 16・17

【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解でき
ている。
・中小企業や農業の果たしている役割と現状
を理解できている。
・産業構造の変化と職業選択との関係や，雇
用・労働問題について理解できている。
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
・経済のサービス化が進展し，国民生活にど
のような変化をもたらしたか考察できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・AI やIT などの先端技術が発展するなか
で，自分の進路や職業選択を考えることがで
きている。
・経済社会に主体的に生きる一員として，今
後の日本経済について見通しがたてられてい
る。

○ ○

財政と社会保障
【知識及び技能】
・政府が経済に果たしている役割
を理解している。
・財政のしくみを理解し，経済状
況に応じて適切な手段を提示して
いる。
・社会保障について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自身の老後生活を予想し，租税
（支払い）と社会保障（受取り）
とのバランス考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の経済について課題を発見

・第三節　財政と社会保障
　1.財政と租税の役割
　2.公害対策と環境保全
　3.少子高齢社会における社会保
障

・クローズアップ　22・23
・Thinking time 20

【知識・技能】
・政府が経済に果たしている役割を理解でき
ている。
・財政のしくみを理解し，経済状況に応じて
適切な手段を提示できている。
・社会保障について理解できている。
【思考・判断・表現】
・自身の老後生活を予想し，租税（支払い）
と社会保障（受取り）とのバランス考察でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の経済について課題を発見し，解決す
る見通しが持てている。

○

○ 9

市場経済のしくみと金融
【知識及び技能】
・市場経済のメカニズムを理解す
る。
・各種経済指標を理解し，その指
標の動向を読み解くことができ
る。
・金融のしくみを理解し，経済状
況に応じて適切な手段を提示して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・需給曲線を使って，どのような
場合に価格が変動するのか考察す
る。
・GDP が大きいことが豊かさにつ
ながるのかどうか，豊かさについ
て自分なりに判断している。
【学びに向かう力、人間性等】
商品の価格は需給関係によって変
動するものもあることを理解し，

・第二節　市場経済のしくみと金
融
　1.市場経済のしくみと物価
　2.国民所得と経済成長
　3.金融の役割と金融政策

・クローズアップ　19・20・21
・Thinking time 18・19

【知識・技能】
・市場経済のメカニズムが理解できている。
・各種経済指標を理解し，その指標の動向を
読み解くことができている。
・金融のしくみを理解し，経済状況に応じて
適切な手段を提示できている。
【思考・判断・表現】
・需給曲線を使って，どのような場合に価格
が変動するのか考察できている。
・GDP が大きいことが豊かさにつながるのか
どうか，豊かさについて自分なりに判断でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
商品の価格は需給関係によって変動するもの
もあることを理解し，合理的は消費行動がと
れている。

○ ○ ○ 6

○ ○ 6



３
学
期

国際経済の動向と課題
【知識及び技能】
・貿易や外国為替相場について，
そのしくみを理解している。
・戦後の国際経済の流れを理解し
ている。
・発展途上国の現状を知り，貧困
や飢餓などの原因や課題を理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済のグローバル化と相互依存
関係が深まっていることを理解
し，それが日本経済にどのような
影響を及ぼしているかを考察でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分たちの日常生活が国際経済
と不可分であることを自覚でき
る。
・格差のある国際社会で，その克
服のために自らがどのようなこと

・第四節　国際経済の動向と課題
　1.国際経済のしくみ
　2.戦後の国際経済体制
　3.グローバル化と現代の国際経
済
　4.地域経済統合
　5.南北問題とその課題

・クローズアップ　24・25・26
・Thinking time 21

【知識・技能】
・貿易や外国為替相場について，そのしくみ
が理解できている。
・戦後の国際経済の流れが理解できている。
・発展途上国の現状を知り，貧困や飢餓など
の原因や課題を理解できている。
【思考・判断・表現】
・経済のグローバル化と相互依存関係が深
まっていることを理解し，それが日本経済に
どのような影響を及ぼしているかを考察でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分たちの日常生活が国際経済と不可分で
あることを自覚できている。
・格差のある国際社会で，その克服のために
自らがどのようなことができるか考え，実行
しようという意欲を持つことができている。

○ ○ ○ 7

3

合計

70

課題研究
【知識及び技能】
・現代社会に生きる私たちの課題
を指摘できる。
・現代社会の諸問題について，そ
の問題の所在，現状，問題点など
が理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会の諸問題の解決のため
に，事実を基に協働して考察，構
想することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・さまざまな課題の中で，自己と
のかかわりに注目して主体的に課
題を選択し，探究できる。
・それぞれが選択した課題につい
て，今後も継続して探究しようと
いう意欲を持つことができる。

・持続可能な社会づくりの主体と
なる私たち

　1.課題を発見しよう
　2.課題を設定しよう
　3.情報を収集しよう
　4.研究成果をまとめて社会へ発
信しよう
　5.討論してみよう

・クローズアップ　27
・Thinking time 22

【知識・技能】
・現代社会に生きる私たちの課題を指摘でき
ている。
・現代社会の諸問題について，その問題の所
在，現状，問題点などが理解できている。
【思考・判断・表現】
・現代社会の諸問題の解決のために，事実を
基に協働して考察，構想することができてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・さまざまな課題の中で，自己とのかかわり
に注目して主体的に課題を選択し，探究でき
ている。
・それぞれが選択した課題について，今後も
継続して探究しようという意欲を持つことが
できている。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 機械科１組、機械科２組、電気科、建築科、設備工業科

教科担当者：(機械科1組、機械科2組、設備工業科：入船　寛子) （電気科、建築科：長沼　七海）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 自然と人間生活との関わり及び科学技術と人
間生活との関わりについての理解を
深め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるよ
うにする。

観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて
科学的に探究する力を養う。

・自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に
探究しようとする態度を養うとともに，科学に
対する興味・関心を高める。

「科学と人間生活」東京書籍

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察， 実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

・ヒトの眼の基本的な構造を理解さ
せる。
・眼で受容した光の情報が脳に伝え
られて視覚が生じることを実験を通
して理解させる。
・体内時計が光の刺激によって調節
され，睡眠などのヒトの行動に関
わっていることを理解させる。

1編　生命の科学
第2章　ヒトの生命現象
1 ヒトの視覚と光による影響

【知技①】ヒトの視覚が生じる仕組みについ
て理解している。［発言分析・記述分析］
 
【知技②】安全面や衛生面に留意して実習に
取り組み，ブタの眼球について，スケッチや
文章で適切に記録している。［行動観察・記
録分析］
【態度①】日常生活を振り返りながら，学ん
だことを生かして，体内時計を維持するため
の規則正しい生活の重要性について考えよう
としている。［発言分析・行動観察］
【知技③】眼の構造，遠近や明るさによる眼
のはたらきの調節，体内時計について理解し
ている。［発言分析・記述分析］

〇 〇 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

・食事や運動などの活動によっ
て，血糖濃度は一時的に変動する
が，ホルモンにより調節されて一
定の範囲内に保たれていることを
理解させる。
・すい臓から分泌されるホルモン
の作用により，血糖濃度が調節さ
れるしくみを理解させる。
・インスリンの分泌不足などによ
り糖尿病が発症されることを理解
する。

3 体を守る免疫のしくみ 【思考③】一次応答と二次応答の血液中の抗
体濃度の変化のグラフを読み取り，科学的に
考察して，免疫記憶の利点を見いだし,
表現している。［発言分析・記述分析］
【知技⑥】免疫の仕組みとしての抗原抗体反
応や免疫記憶，それらを利用した治療法につ
いて理解している。［発言分析・記述分析］
【思考④】はしかの予防接種の効果につい
て，データを基に科学的に考察して見いだ
し，表現している。［発言分析・記述分析］
【知技⑦】予防接種で感染症を予防する仕組
みや免疫反応によるアレルギーについて理解
している。［発言分析・記述分析］

〇 〇 3

・食事や運動などの活動によって，
血糖濃度は一時的に変動するが，
ホルモンにより調節されて一定の範
囲内に保たれていることを理解させ
る。
・すい臓から分泌されるホルモンの
作用により，血糖濃度が調節される
しくみを理解させる。

2 血糖濃度を調整する仕組み 【思考①】既習の内容や生活経験を基に，活
動するためのエネルギー源として炭水化物に
着目し，体内での炭水化物の利用に問題を見
いだし，表現している。［発言分析・記述分
析］
【知技④】炭水化物の消化と吸収や吸収され
たグルコースの体内における流れ，血糖濃度
について理解している。［発言分析・記述分
析］
【思考②】血糖濃度に対するインスリンとグ
ルカゴンのはたらきについて，データを基に
科学的に考察し，表現している。［発言分
析・記述分析］
【態度②】日常生活を振り返ったり，友達と
対話したりしながら，糖尿病を防ぐための生
活習慣の重要性について考えようとしてい
る。［発言分析・行動観察］
【知技⑤】ホルモンによる血糖濃度の調節の
仕組みや糖尿病と人間生活との関わりについ
て理解している。［発言分析・記述分析］

〇 〇 〇

5

・持続可能な社会を目指すために，資源の有
効活用に向けた3Rなどの考え方を理解させ
る。
・ガラス・金属・プラスチックの再利用について
理解させる。

2編　物質の科学
1章　材料とその再利用
1 リサイクルとは何か

【態度①】学んだことや生活経験を生かし
て，ガラス瓶の再利用における物質循環につ
いて，自分なりのモデルで表現しようとして
いる。［発言分析・行動観察］
【知技①】ガラス瓶における3Rやそれぞれの
利点について理解している。［発言分析・記
述分析］

〇 〇 1

・遺伝子の本体であるDNAの構造に
ついて理解させる。
・タンパク質がヒトの生命現象に
関与していることを理解させる。
・遺伝子の情報をもとにタンパク
質がつくられることを理解させ
る。

4 生命現象の大もととなる遺伝子
のはたらき

【知技⑧】安全面や衛生面に留意して実験を
行い，抽出したDNAについて，スケッチや文
章で適切に記録している。［行動観察・記録
分析］
【知技⑨】DNAの構造や遺伝子とDNAとの関係
について理解している。［発言分析・記述分
析］
【態度③】学んだことを生かして，転写と翻
訳を経て体内でタンパク質がつくられる過程
について，自らの言葉で表現しようとしてい
る。［発言分析・行動観察］
【知技⑩】DNAの塩基配列を基にヒトの体内
でタンパク質がつくられる過程について理解
している。［発言分析・記述分析］
【知技⑪】ヒトの体内には多くの種類のタン
パク質があり，それぞれ，生命活動に重要な
役割を果たしていることを理解している。
［発言分析・記述分析］
【知技⑫】視覚，血糖濃度の調節，免疫，遺
伝子のはたらきについて，人間生活と関連付
けて理解している。［発言分析・記述分析］

〇 〇



１
学
期

・持続可能な社会を目指すために，資源の有
効活用に向けた3Rなどの考え方を理解させ
る。
・ガラス・金属・プラスチックの再利用について
理解させる。

2編　物質の科学
1章　材料とその再利用
1 リサイクルとは何か

【態度①】学んだことや生活経験を生かし
て，ガラス瓶の再利用における物質循環につ
いて，自分なりのモデルで表現しようとして
いる。［発言分析・行動観察］
【知技①】ガラス瓶における3Rやそれぞれの
利点について理解している。［発言分析・記
述分析］

〇 〇 1

6

・プラスチックの利用例と，一般
的な性質を理解させる。
・プラスチックの熱に対する性質
を理解させる。
・プラスチックのような高分子化
合物が単量体の重合によってつく
られることを理解させる。
・プラスチックの構成元素を理解
させ，燃焼によって生じる物質に
ついて理解させる。
・身のまわりに多く使われている
プラスチックの種類について理解
させる。
・近年開発が進められている優れ
た機能をもつプラスチックについ
て理解させる。

3 プラスチックの性質とその再利
用

【知技⑦】ガラス器具や加熱器具を正しく扱
いながらプラスチックの分類の実験を行い，
得られた結果を表に整理して記録している。
［行動観察・記録分析］
【思考③】プラスチックを分類する実験の計
画を立てるとともに，得られた結果を基に，
プラスチックの性質について科学的に考察し
て見いだし，表現している。［発言分析・記
述分析］
【態度②】既習の内容を想起したり，友達と
対話したりしながら，実験の計画を立てた
り，実験結果を分析してプラスチックを分類
したりしようとしている。［発言分析・行動
観察］
【知技⑧】プラスチックの種類とそれらの性
質や特徴について理解している。［発言分
析・記述分析］
【態度③】学んだことを生かして，ポリマー
が合成される過程について自分なりのモデル
で表現しようとしている。［発言分析・行動
観察］
【知技⑨】プラスチックの構造について理解
している。また，さまざまな機能をもつプラ
スチックについて，人間生活と関連付けなが
ら理解している。［発言分析・記述分析］
【知技⑩】プラスチックの再生利用につい
て，人間生活と関連付けながら理解してい
る。［発言分析・記述分析］
【態度④】資料などを調べたり，友達と対話
したりしながら，プラスチックやその再生利
用と人間生活との関わりについて多面的に考
えようとしている。［発言分析・行動観察］
【知技⑪】金属やプラスチックの種類，性質
および用途と資源の再利用について，人間生

〇 〇 〇 7

・現代の生活では多くの金属が渡
地たちの生活を支えていることを
理解させる。
・金属に共通する性質を理解させ
る。
・金属結合をつくる自由電子によ
り，金属が特有の性質を示すこと
を理解させる。
・身近な鉄・銅・アルミニウムを
例に，それぞれの性質と利用例に
ついて理解させる。
・鉄・銅・アルミニウムの製錬の
方法を理解させる。
・金属の腐食（さび）について理
解させ，それを防ぐ方法をあわせ
て理解させる。

2 金属の性質とその再利用 【知技②】金属特有の性質とそれらを生み出
す金属の構造について理解している。［発言
分析・記述分析］
【知技③】器具や薬品を正しく扱いながら金
属の分類の実験を行い，得られた結果を表に
整理して記録している。［行動観察・記録分
析］
【思考①】金属を区別する実験の計画を立て
るとともに，得られた結果を基に，金属の種
類による性質の違いについて科学的に考察し
て見いだし，表現している。［発言分析・記
述分析］
【知技④】金属の種類による物理的な性質や
化学的な性質の違いについて理解している。
［発言分析・記述分析］
【知技⑤】銅や鉄，アルミニウムの製錬やさ
びについて，人間生活と関連付けながら理解
している。［発言分析・記述分析］
【思考②】スチール缶やアルミニウム缶の再
生利用の利点について，資料などを基に科学
的に考察して見いだし，表現している。［発
言分析・記述分析］
【知技⑥】スチール缶やアルミニウム缶の再
生利用の方法やその利点について理解してい

〇 〇
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・光源による光のスペクトルの違
いについて実験を通して理解させ
る。
・光の散乱はどのような現象か理
解させる。
・波の回折・干渉とはどのような
現象か理解させるとともに，光も
回折・干渉することを理解させ
る。しゃぼん玉が虹色に見える理
由にも触れ，光の干渉について理
解を深めさせる。

2 目に見える光と色の見え方 【思考③】さまざまな光源のスペクトルの観
察結果を基に，光源による光のスペクトルの
違いを見いだし，表現している。［発言分
析・記述分析］
【知技⑤】光のスペクトルには連続スペクト
ルと線スペクトルがあり，光源によってスペ
クトルに違いがあることを理解している。
［発言分析・記述分析］
【知技⑥】物体の色の生じ方について，光の
３原色や人の視覚と関連付けながら理解して
いる。［発言分析・記述分析］

〇 〇 3

・基本的な光の進み方（光の直進性，光の速
さ）について理解させる。
・反射した光の進み方について理解させる。
・自然光と偏光の違いについて理解させる。
・屈折した光の進み方について理解させる。
また，屈折率について実験を通して理解させ
る。
・全反射はどのような現象か理解させる。
・白色光はあらゆる色の光が混ざったもので
あることを理解させる。
・光の3原色の組合せでさまざまな色の光を
つくり出せることを，実験を通して理解させ
る。
・光の色と波長の関係を理解させる。
・人間の目で感知することができる可視光線
だけでなく，人間の目には見えない光（紫外
線や赤外線）があることについても触れる。
・光の分散はどのような現象か理解させる。

3編 光や熱の科学
第1章　光の性質とその利用
1 光の進み方とその基本的な性質

【思考①】生活経験を基に，水底が浅く見え
る現象などに着目し，物質の境界面での光の
進み方に問題を見いだし，表現している。
［発言分析・記述分析］
【知技①】物質の境界面での光の進み方に関
して，反射や屈折，全反射について理解して
いる。［発言分析・記述分析］
【知技②】偏光板を通して光を観察した結果
について，スケッチや文章で適切に記録して
いる。［行動観察・記録分析］
【思考②】偏光板を通して光を観察した結果
を基に，物体のひずみと光の関係について考
察し，表現している。［発言分析・記述分
析］
【態度①】偏光板を通していろいろな物を見
て，友達と対話したりしながら，光の波とし
ての性質を見いだそうとしている。［発言分
析・行動観察］
【知技③】光の分散や波長とスペクトルとの
関係，偏光などの光の性質について理解して
いる。［発言分析・記述分析］
【知技④】光の回折，干渉などの光の性質に
ついて理解している。［発言分析・記述分
析］
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・光は電磁波の一種であることを
理解させる。
・電磁波の分類について理解させ
る。
・電磁波は波であり，反射・屈
折・回折・干渉などの性質を示す
ことを理解させる。
・電波，赤外線，紫外線，X線やγ
線といった電磁波は，それぞれど
のように利用されているか学習さ
せる。赤外線や紫外線の性質につ
いては，実験を通して理解を深め
させる。

3 目に見えない光とその利用 【知技⑦】安全面に留意して紫外線を観察
し，得られた結果を適切に記録している。
［行動観察・記録分析］
【態度②】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，赤外線や紫外線の日常生活への
利用における長所と短所について多面的に考
えようとしている。［発言分析・行動観察］
【知技⑧】赤外線や紫外線などの電磁波の種
類と性質，それらの利用について人間生活と
関連付けながら理解している。［発言分析・
記述分析］
【態度③】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，科学技術のあり方や日常生活へ
の利用について多面的に考えようとしてい
る。［発言分析・行動観察］
【知技⑨】電波やX線，ガンマ線の性質とそ
れらの利用について，人間生活と関連付けな
がら理解している。［発言分析・記述分析］
【知技⑩】光の進み方とその基本的な性質，
目に見える光と色の見え方，目に見えない光
とその利用について，人間生活と関連付けて
理解している。［発言分析・記述分析］

〇
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・温度は何を表すものなのか理解
させる。また，物体をつくる粒子
が熱運動をしていることを，実験
を通して理解させる。
・セルシウス温度と絶対温度につ
いて理解させる。
・熱平衡とはどのような状態か理
解させる。
・熱容量と比熱について理解させ
る。また，熱量の保存についても
学習させ，実験を通してこれらに
ついて理解を深めさせる。
・熱伝導，対流，熱放射では，そ
れぞれどのように熱が伝わるのか
理解させる。

2章 熱の性質とその利用
1 熱とは何か

【思考①】既習の内容や生活経験を基に，温
度による物質の状態変化に問題を見いだし，
表現している。［発言分析・記述分析］
【知技①】原子や分子の熱運動は温度が高い
ほど激しくなることや，温度の意味，表し方
について理解している。［発言分析・記述分
析］
【知技②】物質の温まりやすさについて，安
全面に留意して実験を行い，温度変化の様子
を温度計を使って測定し，適切に記録してい
る。［行動観察・記録分析］
【思考②】物質の温まりやすさを調べた結果
を基に科学的に考察し，物質による温まりや
すさの違いを見いだし，表現している。［発
言分析・記述分析］
【態度①】実験を丁寧に行い，実験結果を比
較したり，友達と対話したりしながら，物質
による温まりやすさの違いを見いだそうとし
ている。［発言分析・行動観察］
【知技③】熱平衡や熱量の保存，比熱につい
て理解している。［発言分析・記述分析］
【態度②】生活経験を想起し，友達と対話し
ながら，学んだことを生かして，日常生活に
おける熱伝導や対流，放射の利用について考
えようとしている。［発言分析・行動観察］
【知技④】熱伝導や対流，放射とそれらの性
質の利用について人間生活と関連付けながら
理解している。［発言分析・記述分析］
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・光は電磁波の一種であることを
理解させる。
・電磁波の分類について理解させ
る。
・電磁波は波であり，反射・屈
折・回折・干渉などの性質を示す
ことを理解させる。
・電波，赤外線，紫外線，X線やγ
線といった電磁波は，それぞれど
のように利用されているか学習さ
せる。赤外線や紫外線の性質につ
いては，実験を通して理解を深め
させる。

3 目に見えない光とその利用 【知技⑦】安全面に留意して紫外線を観察
し，得られた結果を適切に記録している。
［行動観察・記録分析］
【態度②】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，赤外線や紫外線の日常生活への
利用における長所と短所について多面的に考
えようとしている。［発言分析・行動観察］
【知技⑧】赤外線や紫外線などの電磁波の種
類と性質，それらの利用について人間生活と
関連付けながら理解している。［発言分析・
記述分析］
【態度③】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，科学技術のあり方や日常生活へ
の利用について多面的に考えようとしてい
る。［発言分析・行動観察］
【知技⑨】電波やX線，ガンマ線の性質とそ
れらの利用について，人間生活と関連付けな
がら理解している。［発言分析・記述分析］
【知技⑩】光の進み方とその基本的な性質，
目に見える光と色の見え方，目に見えない光
とその利用について，人間生活と関連付けて
理解している。［発言分析・記述分析］

〇

2 太陽の動かす大気と水 【思考②】既習の内容や生活経験を基に，太
陽の放射エネルギーに着目し，太陽の放射エ
ネルギーと大気や気候との関わりに問題を見
いだし，表現している。［発言分析・記述分
析］
【知技④】鏡を安全面に留意して扱うととも
に，温度計の数値を正しく読み取り，記録し
ている。［行動観察・記録分析］
【知技⑤】太陽活動や太陽の放射エネル
ギー，温室効果による地球温暖化について，
人間生活と関連付けながら理解している。
［発言分析・記述分析］
【態度③】貿易風や偏西風などの風と人間生
活との関わりに関心をもち，主体的に調べ
て，考えようとしている。［発言分析・行動
観察］
【知技⑥】大気の大循環や海流が生じる仕組
み，それらによって気候が形成される仕組み
について理解している。［発言分析・記述分
析］
【思考③】熱帯低気圧や海水面の温度などの
資料を基に，台風の発生場所や移動経路の特
徴について科学的に考察し，表現している。
［発言分析・記述分析］
【知技⑦】地球の公転と四季との関係，気圧
分布や大気の流れと各季節の気象との関係お
よび停滞前線や台風が発生する仕組みについ
て理解している。［発言分析・記述分析］
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・同じ時刻に太陽や月が見える方
位は日によって変化するのかを考
え，太陽や月の日周運動について
問題を見いだす。
・地球の自転と公転によって，１
日や１年が定義されていることを
理解する。
・月の見え方とひと月，暦の関係
を理解する。
・潮位の変化による現象を知り，
どのようにして起きるのかに興味
をもつ。
・潮位のデータを基に，潮位の変
化の規則性について考察する。
・潮の満ち干と月の引力との関係
について考え，理解する。
・太陽，地球，月の位置関係と潮
位の変動との関係について考え，
潮位の変動の周期性について理解
する。
・大潮と高潮が重なると，災害を
もたらすことがあることを理解す
る。

4編　宇宙と地球の科学
1章　太陽と地球
1 太陽と月がもたらすリズム

【態度①】学んだことを生かして，地球の自
転や公転と月の公転によりどのように日，
月，年がつくられるか，自分なりの図や言葉
で表現しようとしている。［発言分析・行動
観察］
【知技①】日，月，年という時間単位の定義
や意味について，月や地球の運動と関連付け
ながら理解している。［発言分析・記述分
析］
【知技②】潮位の変化のデータを正しくグラ
フに整理している。［行動観察・記録分析］
【思考①】潮位の変化のデータを基に，科学
的に考察して，潮位の変化の周期性を見いだ
し，表現している。［発言分析・記述分析］
【態度②】潮位の変化のグラフを分析した
り，友達と対話したりしながら，潮位の変化
に周期性があることに疑問をもったり，その
理由を考えたりしようとしている。［発言分
析・行動観察］
【知技③】潮の満ち干と月の引力との関係や
太陽，地球，月の位置関係による潮位の変動
の周期性，高潮による被害について理解して
いる。［発言分析・記述分析］
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・太陽のエネルギー源，太陽活動
の変動，太陽の放射エネルギーに
ついて知る。
・太陽の光エネルギーを利用した
太陽光発電の利点と課題について
考え，理解する。
・太陽放射の熱収支について理解
する。
・温室効果ガスと温室効果の仕組
みを理解し，地球温暖化について
考える。
・大気の構造や対流について理解
する。
・緯度による太陽の熱の入射量の
違いと地球の自転によって大気の
流れができることを理解し，大気
の大循環を理解する。
・海流は風によって生じることを
理解する。
・大気と海水の移動によって低緯
度の熱を高緯度に運び，その結果
として気候が形成されることを理
解する。
・地球の公転と自転軸の傾きに
よって季節が生じることを理解す
る。
・気圧分布や大気の流れと各季節
の気象との関係を理解する。
・熱帯低気圧の経路図を基に，台
風の発生場所と移動経路の特徴に
ついて考察する。
・台風や集中豪雨などによって災
害が起こることがあることを理解
する。

・エネルギーには，いろいろな種類があること
を学習させる。また，エネルギーは相互に変
換されることを実験を通して理解させる。
・熱機関について，実験を通して理解させる。
また，熱効率についても学習させ，得た熱量
のすべてを仕事に変えることはできないことを
理解させる。
・可逆変化と不可逆変化は，それぞれどのよ
うな変化か理解させる。
・さまざまな発電方法でどのように電力を生
み出しているか理解させる。
・複合サイクル方式やコージェネレーションシ
ステムなど，エネルギーを効率的に利用する
技術があることを学習させる。

2 エネルギーの利用と私たちのく
らし

【思考③】力学的エネルギーによる熱の発生
について調べた結果を基に，どのような仕組
みで温度が上がるのかを考察し，表現してい
る。［発言分析・記述分析］
【知技⑤】力学的エネルギーから熱エネル
ギーへの変換について理解している。［発言
分析・記述分析］
【知技⑥】発熱反応や吸熱反応について，器
具や薬品を正しく扱いながら実験を行い，得
られた結果をグラフに整理している。［行動
観察・記録分析］
【知技⑦】化学エネルギーや電気エネルギー
から熱エネルギーへの変換について理解して
いる。［発言分析・記述分析］
【知技⑧】熱機関と熱効率，熱現象の可逆変
化と不可逆変化について理解している。［発
言分析・記述分析］
【態度③】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，持続可能な社会の実現のための
科学技術の活用や人間生活との関わりについ
て多面的に考えようとしている。［発言分
析・行動観察］
【知技⑨】エネルギーの有効利用について，
人間生活と関連付けながら理解している。
［発言分析・記述分析］
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2 太陽の動かす大気と水 【思考②】既習の内容や生活経験を基に，太
陽の放射エネルギーに着目し，太陽の放射エ
ネルギーと大気や気候との関わりに問題を見
いだし，表現している。［発言分析・記述分
析］
【知技④】鏡を安全面に留意して扱うととも
に，温度計の数値を正しく読み取り，記録し
ている。［行動観察・記録分析］
【知技⑤】太陽活動や太陽の放射エネル
ギー，温室効果による地球温暖化について，
人間生活と関連付けながら理解している。
［発言分析・記述分析］
【態度③】貿易風や偏西風などの風と人間生
活との関わりに関心をもち，主体的に調べ
て，考えようとしている。［発言分析・行動
観察］
【知技⑥】大気の大循環や海流が生じる仕組
み，それらによって気候が形成される仕組み
について理解している。［発言分析・記述分
析］
【思考③】熱帯低気圧や海水面の温度などの
資料を基に，台風の発生場所や移動経路の特
徴について科学的に考察し，表現している。
［発言分析・記述分析］
【知技⑦】地球の公転と四季との関係，気圧
分布や大気の流れと各季節の気象との関係お
よび停滞前線や台風が発生する仕組みについ
て理解している。［発言分析・記述分析］
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・太陽のエネルギー源，太陽活動
の変動，太陽の放射エネルギーに
ついて知る。
・太陽の光エネルギーを利用した
太陽光発電の利点と課題について
考え，理解する。
・太陽放射の熱収支について理解
する。
・温室効果ガスと温室効果の仕組
みを理解し，地球温暖化について
考える。
・大気の構造や対流について理解
する。
・緯度による太陽の熱の入射量の
違いと地球の自転によって大気の
流れができることを理解し，大気
の大循環を理解する。
・海流は風によって生じることを
理解する。
・大気と海水の移動によって低緯
度の熱を高緯度に運び，その結果
として気候が形成されることを理
解する。
・地球の公転と自転軸の傾きに
よって季節が生じることを理解す
る。
・気圧分布や大気の流れと各季節
の気象との関係を理解する。
・熱帯低気圧の経路図を基に，台
風の発生場所と移動経路の特徴に
ついて考察する。
・台風や集中豪雨などによって災
害が起こることがあることを理解
する。

5

・自然災害と人間生活について考
え，自然災害やそれらに対する対
策について問題を見いだす。
・自然災害と自然現象との違いに
ついて理解する。
・自然災害と人間生活との関わり
についての理解を深める。
・プレート境界で起こる地震と内
陸で起こる地震のメカニズムと特
徴について理解する。
・液状化のモデル実験を行う。
・地震災害への対策の必要性を理
解し，防災・減災のための具体的
な取り組みについて知り，自分た
ちにできることはあるか考える。
・火山の噴火によるさまざまな災
害について理解する。
・火山の噴火に対する防災・減災
のための取り組みについて知り，
自分たちにできることはあるか考
える。
・台風や低気圧などの大雨による
さまざまな災害について理解す
る。
・暴風や雷，大雪などによっても
気象災害が起こることを知る。
・ハザードマップと地形図を比較
して水害や土砂災害が起こりやす
い地形を調べ，それらが起こりや
すい地形の特徴を捉える。
・気象災害に対する防災・減災の
ための取り組みや課題について知
り，自分たちにできることはある
か考える。
・自然災害を軽減するために自分
たちにできることについて問題を
見いだす。
・天気予報の仕組みや気象観測の
発達について理解する。
・気象に関する注意報と警報につ
いて理解し，それらが発令された
際の行動について考える。
・火山の噴火を予測したり，地震
波や津波の到達に先回りしたりす
るためのシステムについて知る。
・自然災害に対する防災・減災の
ための取り組みへの科学技術の重
要性と限界について理解し，自分
たちにできることを考える。

2 自然災害と防災 【知技⑥】自然災害と自然現象との違いや被
害軽減のための方法について理解している。
［発言分析・記述分析］
【思考②】液状化のモデル実験の結果を基に
考察して，液状化の仕組みについて見いだ
し，実際に起こる現象と関連付けて表現して
いる。［発言分析・記述分析］
【態度②】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，地震による被害を少なくするた
めにできることを具体的に考えようとしてい
る。［発言分析・行動観察］
【知技⑦】プレート境界の地震や内陸で起こ
る地震の仕組みと特徴，それらによる災害に
ついて理解している。［発言分析・記述分
析］
【知技⑧】火山の噴火の特徴とそれらによる
災害について理解している。［発言分析・記
述分析］
【知技⑨】ハザードマップや地形図などの資
料を調べ，水害や土砂災害が起きやすい地形
について適切に記録している。［行動観察・
記録分析］
【思考③】ハザードマップや地形図などの資
料を基に考察し，水害や土砂災害が起きやす
い地域とその地域の地形との関係について見
いだし，表現している。［発言分析・記述分
析］
【知技⑩】台風や低気圧などの大雨による災
害，気象災害に対する防災・減災のための取
り組みについて理解している。［発言分析・
記述分析］
【思考④】自然災害から生命を守るために自
分たちにできることについて，学んだことを
基に科学的に考察し，表現している。［発言
分析・記述分析］
【知技⑪】自然災害に対する防災・減災のた
めの取り組みにさまざまな科学技術が利用さ
れていることを理解している。［発言分析・
記述分析］
【態度③】自然災害に対する防災・減災のた
めの取り組みへの科学技術の重要性と限界や
自分たちにできることについて，友達と対話
しながら多面的に考えようとしている。［発
言分析・行動観察］

〇 〇 〇 9

・ヒマラヤ山脈でとれたアンモナ
イトの写真を基に，地球規模の地
形のでき方について問題を見いだ
す。
・プレート運動により，プレート
境界に海嶺や海溝，山脈などがで
きることを理解する。
・地表の景観は常に変化し続けて
おり，長い時間をかけて少しずつ
移り変わることについての理解を
深める。
・断層運動によって山地と低地が
できることを理解する。
・断層運動によってできた地形が
見られる場所は，過去に地震が繰
り返し発生した場所であることを
理解し，防災のための取り組みの
必要性に気づく。
・マグマの性質とそれによる火山
の姿や噴火の形態について理解す
る。
・山脈や火山をもたらす原動力は
地球内部の熱であり，その熱が地
表に放出される過程でプレートが
動いていることを理解する。
・地表は徐々に風化してもろくな
り，地すべりや土砂崩れ，土石流
などが起こることがあることを理
解する。
・斜面崩壊や土石流のモデル実験
を行う。
・流水の三作用について理解す
る。
・太陽のエネルギーがもたらすさ
まざまな地形や景観について理解
する。

2章 自然景観と自然災害
1 身近な自然景観の成り立ち

【知技①】プレート運動により海嶺や海溝，
山脈ができ，地表の景観は変化し続けている
ことを理解している。［発言分析・記述分
析］
【思考①】地形図と活断層分布図から，断層
運動によってかかる力の向きについて科学的
に考察し，表現している。［発言分析・記述
分析］
【知技②】断層運動によって山地と低地がで
きること，断層運動によってできた地形が見
られる場所は，過去に地震が繰り返し発生し
た場所であることを理解している。［発言分
析・記述分析］
【知技③】マグマの性質によって火山の姿や
噴火の形態に違いがあること，山脈や火山を
もたらす原動力は地球内部の熱であることを
理解している。［発言分析・記述分析］
【知技④】斜面崩壊や土石流のモデル実験に
ついて，得られた結果を適切に記録してい
る。［記録分析］
【態度①】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，太陽のエネルギーが地表に及ぼ
す作用と身近に見られる自然景観とを関連付
けて考え，表現しようとしている。［発言分
析・行動観察］
【知技⑤】太陽のエネルギーによって流水や
風が生じ，それらによってさまざまな地形や
景観がもたらされていることを理解してい
る。［発言分析・記述分析］

〇 〇



３
学
期

・自然災害と人間生活について考
え，自然災害やそれらに対する対
策について問題を見いだす。
・自然災害と自然現象との違いに
ついて理解する。
・自然災害と人間生活との関わり
についての理解を深める。
・プレート境界で起こる地震と内
陸で起こる地震のメカニズムと特
徴について理解する。
・液状化のモデル実験を行う。
・地震災害への対策の必要性を理
解し，防災・減災のための具体的
な取り組みについて知り，自分た
ちにできることはあるか考える。
・火山の噴火によるさまざまな災
害について理解する。
・火山の噴火に対する防災・減災
のための取り組みについて知り，
自分たちにできることはあるか考
える。
・台風や低気圧などの大雨による
さまざまな災害について理解す
る。
・暴風や雷，大雪などによっても
気象災害が起こることを知る。
・ハザードマップと地形図を比較
して水害や土砂災害が起こりやす
い地形を調べ，それらが起こりや
すい地形の特徴を捉える。
・気象災害に対する防災・減災の
ための取り組みや課題について知
り，自分たちにできることはある
か考える。
・自然災害を軽減するために自分
たちにできることについて問題を
見いだす。
・天気予報の仕組みや気象観測の
発達について理解する。
・気象に関する注意報と警報につ
いて理解し，それらが発令された
際の行動について考える。
・火山の噴火を予測したり，地震
波や津波の到達に先回りしたりす
るためのシステムについて知る。
・自然災害に対する防災・減災の
ための取り組みへの科学技術の重
要性と限界について理解し，自分
たちにできることを考える。

2 自然災害と防災 【知技⑥】自然災害と自然現象との違いや被
害軽減のための方法について理解している。
［発言分析・記述分析］
【思考②】液状化のモデル実験の結果を基に
考察して，液状化の仕組みについて見いだ
し，実際に起こる現象と関連付けて表現して
いる。［発言分析・記述分析］
【態度②】学んだことを生かして，友達と対
話しながら，地震による被害を少なくするた
めにできることを具体的に考えようとしてい
る。［発言分析・行動観察］
【知技⑦】プレート境界の地震や内陸で起こ
る地震の仕組みと特徴，それらによる災害に
ついて理解している。［発言分析・記述分
析］
【知技⑧】火山の噴火の特徴とそれらによる
災害について理解している。［発言分析・記
述分析］
【知技⑨】ハザードマップや地形図などの資
料を調べ，水害や土砂災害が起きやすい地形
について適切に記録している。［行動観察・
記録分析］
【思考③】ハザードマップや地形図などの資
料を基に考察し，水害や土砂災害が起きやす
い地域とその地域の地形との関係について見
いだし，表現している。［発言分析・記述分
析］
【知技⑩】台風や低気圧などの大雨による災
害，気象災害に対する防災・減災のための取
り組みについて理解している。［発言分析・
記述分析］
【思考④】自然災害から生命を守るために自
分たちにできることについて，学んだことを
基に科学的に考察し，表現している。［発言
分析・記述分析］
【知技⑪】自然災害に対する防災・減災のた
めの取り組みにさまざまな科学技術が利用さ
れていることを理解している。［発言分析・
記述分析］
【態度③】自然災害に対する防災・減災のた
めの取り組みへの科学技術の重要性と限界や
自分たちにできることについて，友達と対話
しながら多面的に考えようとしている。［発
言分析・行動観察］

〇 〇 〇 9

12

合計

96

・自然や生活の中から疑問を発見さ
せ，そのテーマについて調べていく方
法を学ばせる。
・調べたことをまとめ，発表する技術と
方法について学習させ，自分の考えを
相手に正しく効果的に伝えることの大
切さを理解させる。

5章 課題研究 【思考①】既習の内容や生活経験を想起し，
自然や科学技術と人間生活との関わりについ
て課題を設定するとともに，仮説や調べる計
画を立て，表現している。［発言分析・記述
分析］
【態度①】課題研究に関心をもち，友達と対
話しながら，進んで課題を設定し，どのよう
に調べれば課題を解決することができるかを
考えて計画を立て，表現しようとしている。
［発言分析・行動観察］
【思考②】自ら設定した課題について，得ら
れた結果を基に，科学的に考察して結論を導
き，表現している。［発言分析・記述分析］
【態度②】観察・実験や資料調査，結果を基
にした考察に進んで取り組み，自ら設定した
課題について粘り強く解決しようとしてい
る。［発言分析・行動観察］
【知技①】自然や科学技術と人間生活との関
わりについて，自らの課題研究を基に認識を
深めている。［発言分析・記述分析］
【思考③】課題研究の過程や導き出した結論
について，わかりやすく表現している。［発
言分析・記述分析］
【態度③】課題研究の内容や進め方などにつ
いて，友達との対話なども参考にしながら振
り返り，科学と人間生活との関わり方や科学
的に探究する方法について認識を深めようと
している。［発言分析・行動観察］
【知技②】課題研究の内容や進め方などを振
り返り，科学と人間生活との関わり方や科学
的に探究する方法について認識を深めてい
る。［発言分析・記述分析］

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 M1 組～ S 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（M1組：伊坂・内野）（M2組：伊坂・内野）（E組：伊坂・渡辺） （A組：伊坂・渡辺） （S組：伊坂・渡辺）

保健体育 体育
保健体育 体育 2

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育 生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育：大修館書店

保健体育 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続させるための資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付ける。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため、運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに、そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取
り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参
画する、一人一人の違いを大切にしようとするなど
の意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、
生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

〇指導事項
・体つくり運動
・50ｍ走
・100ｍ走
・1500ｍ走

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、各種目特有の技能を
身に付けることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，健康・安全を確保して
いる。

○ ○ ○ 9

配当
時数

１
学
期

A　体つくり運動
【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生
活への取り入れ方などを理解できるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝えることができる
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互
いに助け合い教え合おうとすること、一人一人の
違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、話合いに貢献しようとすることなどや、健
康・安全を確保することができるようにする。

〇指導事項
・体つくり運動
※通年で実施していく。

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生
活への取り入れ方などを理解している。

【思考力・判断力・表現力】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、互
いに助け合い教え合おうとすること、一人一人の
違いに応じた動きなどを大切に使用とすること、
話し合いに貢献しようとすることなどや、健康・
安全を確保しようとしている。

○ ○ ○

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、各種目特有の技能を
身に付けることができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，健康・安全を確保する
ことができるようにする。

9

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称
や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを
理解するとともに、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームを展開することができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについ
ての話合いに貢献しようとすること、一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することができるようにす
る。

〇指導事項
・体つくり運動
・バスケットボール

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称
や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを
理解するとともに、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームを展開することができる。

【思考力・判断力・表現力】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについ
ての話合いに貢献しようとすること、一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保している。

○ ○ ○



１
学
期

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、自己に適した泳法の
効率を高めて泳ぐことができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること、自己の責任を果たそうとすること、
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや、水泳の事故防止に関する心
得を遵守するなど健康・安全を確保することがで
きるようにする。

〇指導事項
・クロール、平泳ぎ

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、自己に適した泳法の
効率を高めて泳ぐことができる。

【思考力・判断力・表現力】
・泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること、自己の責任を果たそうとすること、
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや、水泳の事故防止に関する心
得を遵守するなど健康・安全を確保している。

○ ○ ○ 6

〇指導事項
・体つくり運動
・ソフトボール
・バレーボール

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称
や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを
理解するとともに、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームを展開することができる。

【思考力・判断力・表現力】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについ
ての話合いに貢献しようとすること、一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保している。

○ ○ ○ 18

2

２
学
期

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、自己に適した泳法の
効率を高めて泳ぐことができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること、自己の責任を果たそうとすること、
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや、水泳の事故防止に関する心
得を遵守するなど健康・安全を確保することがで
きるようにする。

〇指導事項
・クロール、平泳ぎ

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、自己に適した泳法の
効率を高めて泳ぐことができる。

【思考力・判断力・表現力】
・泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること、自己の責任を果たそうとすること、
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや、水泳の事故防止に関する心
得を遵守するなど健康・安全を確保している。

○ ○ ○ 6

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称
や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを
理解するとともに、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームを展開することができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについ
ての話合いに貢献しようとすること、一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することができるようにす
る。

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、理解で
きるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、課題を
発見し、よりよい解決に向けて試行し判断すると
ともに、他者に伝えることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方についての学習に
自主的に取り組むことができるようにする。

〇指導事項
・スポーツの発祥と発展

〇教材
・教科書、プリント

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、理解で
きる。

【思考力・判断力・表現力】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、課題を
発見し、よりよい解決に向けて試行し判断すると
ともに、他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方についての学習に
自主的に取り組んでいる。

○ ○ ○



２
学
期

３
学
期

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、各種目特有の技能を
身に付けることができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，健康・安全を確保する
ことができるようにする。

〇指導事項
・長距離走

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、各種目特有の技能を
身に付けることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，健康・安全を確保して
いる。

○ ○

2

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、理解で
きるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、課題を
発見し、よりよい解決に向けて試行し判断すると
ともに、他者に伝えることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方についての学習に
自主的に取り組むことができるようにする。

〇指導事項
・運動・スポーツの学び
方

〇教材
・教科書、プリント

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、理解で
きる。

【思考力・判断力・表現力】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方について、課題を
発見し、よりよい解決に向けて試行し判断すると
ともに、他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊か
なスポーツライフの設計の仕方についての学習に
自主的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、各種目特有の技能を
身に付けることができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，健康・安全を確保する
ことができるようにする。

〇指導事項
・長距離走

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、各種目特有の技能を
身に付けることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者に伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，健康・安全を確保して
いる。

○ ○ ○

合計

70

○ 8

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称
や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを
理解するとともに、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームを展開することができるようにする。

【思考力・判断力・表現力】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについ
ての話合いに貢献しようとすること、一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することができるようにす
る。

〇指導事項
・体つくり運動
・サッカー
・バレーボール
・バドミントン

〇教材
・教科書、プリント、各
用具

〇一人１台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称
や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを
理解するとともに、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームを展開することができる。

【思考力・判断力・表現力】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること、作戦などについ
ての話合いに貢献しようとすること、一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保している。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 M1 組～ S 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

い

保健体育 保健
保健体育 保健 1

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

（M1組：永沢） （M2組：永沢） （E組：伊坂） （A組：伊坂） （S組：伊坂）

現代高等保健体育：大修館書店

保健体育 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続させるための資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
に付ける。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

保健 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身につけるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて試行し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

配当
時数

１
学
期

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他
や社会の課題を発見し、その解決
を目指した活動を通して、現代社
会と健康について理解を深めさせ
る。

【思考力・判断力・表現力】
・現代社会と健康について、課題
を発見し、健康や安全に関する概
念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに、それらを表現
する力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持
増進やそれを支える環境づくりを
目指し、明るく豊かで活力ある生
活を営む態度を養う。

〇指導事項
01 健康の勧化方と成り立ち
02 私たちの健康の姿
03 生活習慣病の予防と回復
04 がんの原因と予防
05 がんの治療と回復
06 運動と健康
07 食事と健康
08 休養・睡眠と健康
09 喫煙と健康
10 飲酒と健康

〇教材
・教科書、プリント、パワーポイ
ント

〇一人１台端末の活用　等

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会の課
題を発見し、その解決を目指した活動を通し
て、現代社会と健康について理解している。

【思考力・判断力・表現力】
・現代社会と健康について、課題を発見し、
健康や安全に関する概念に着目して解決の方
法を思考し判断するとともに、それらを表現
することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・障害を通じて自他の健康の保持増進やそれ
を支える環境づくりを目指し、明るく豊かで
活力ある生活を営むことができる。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

２
学
期

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他
や社会の課題を発見し、その解決
を目指した活動を通して、現代社
会と健康について理解を深めさせ
る。

【思考力・判断力・表現力】
・現代社会と健康について、課題
を発見し、健康や安全に関する概
念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに、それらを表現
する力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持
増進やそれを支える環境づくりを
目指し、明るく豊かで活力ある生
活を営む態度を養う。

〇指導事項
11 薬物乱用と健
12 精神疾患の特徴
13 精神疾患の予防
14 性感染症・エイズとその予防
15 現代の感染症
16 感染症の予防
17 性感染症・エイズとその予防
18 健康に関する意思決定・行動選
択
19 健康に関する環境づくり

〇教材
・教科書、プリント、パワーポイ
ント

〇一人１台端末の活用　等

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会の課
題を発見し、その解決を目指した活動を通し
て、現代社会と健康について理解している。

【思考力・判断力・表現力】
・現代社会と健康について、課題を発見し、
健康や安全に関する概念に着目して解決の方
法を思考し判断するとともに、それらを表現
することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・障害を通じて自他の健康の保持増進やそれ
を支える環境づくりを目指し、明るく豊かで
活力ある生活を営むことができる。

○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

○

３
学
期

二単元　安全な社会生活
【知識及び技能】
・安全な社会生活について、自他
や社会の課題を発見し、その解決
を目指した活動を通して、安全な
社会生活について理解を深めさせ
るとともに、応急手当を適切にす
る力を養う。

【思考力・判断力・表現力】
・安全な社会生活について、安全
に関する原則や概念に着目して危
険の予測やその回避の方法を考
え、それらを表現する力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持
増進やそれを支える環境づくりを
目指し、明るく豊かで活力ある生
活を営む態度を養う。

〇指導事項
01 自己の現状と発生要因
02 安全な社会の形成
03 交通における安全
04 応急手当の意義とその基本
05 日常的な応急手当
06 心肺蘇生法

〇教材
・教科書、プリント、パワーポイ
ント

〇一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・安全な社会生活について、自他や社会の課
題を発見し、その解決を目指した活動を通し
て、安全な社会生活について理解を深めさせ
るとともに、応急手当を適切にすることがで
きる。

【思考力・判断力・表現力】
・安全な社会生活について、安全に関する原
則や概念に着目して危険の予測やその回避の
方法を考え、それらを表現することができ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれ
を支える環境づくりを目指し、明るく豊かで
活力ある生活を営むことができる。

○

定期考査
○ ○

合計

35

○ 7

1

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 M1 組～ S 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

（M1組：柴田） （M2組：柴田） （E組：柴田） （A組：柴田） （S組：柴田）

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現と鑑賞の能力を伸ばし、幅広い領域で活か
せるようになる

学んだことからオリジナルの表現を見出せるよ
うになる

美術の創造活動を通して、生涯にわたり美術を
愛好する心情を育む

日本文教出版　高校生の美術Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】表現と鑑賞の能力を伸ばし、幅広い領域で活かせるようになる

学んだことからオリジナルの表現を見出せるようになる

美術の創造活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育む

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

○ ○ ○ ○

知 思 態

配
当
時
数

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】
テーマに合わせせて表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】
文字をデザインとして効果的に用
いることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の作品を通して自身の作品を
客観的に見れるようになる。

「蔵工祭ポスターデザイン」

○

【知識及び技能】
色彩についての基礎的な仕組みを
学び知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
イメージを色に置き換えて表現で
きるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
自発的に色の表現を工夫する。

「色の基礎」
（色の三原色・混色・配色による
四季の表現）

○ ○

○

・テーマに合わせて表現を工夫しているか。
・文字をデザインとして効果的に用いている
か。
・他者の作品を鑑賞し、自己の作品を客観的
に見れているか。

○ ○ ○ 12

・学んだ色彩の知識を生かして課題を完成さ
せているか。
・イメージを色に置き換えて表現できている
か。
・自発的に色を工夫できているか。

○ ○ ○ 12

○

・20世紀の作家を学び、知識を生かして課題
を完成させているか。
・創意工夫をしてオリジナルの表現に挑戦し
ているか。

○ ○ ○ 13

２
学
期

【知識及び技能】
20世紀の作家を学び、モダンテク
ニックの知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
自己の感性を豊かにするととも
に、表現力の幅を広げる。
【学びに向かう力、人間性等】
創意工夫をしてオリジナルの表現
ン位挑戦する。

「モダンテクニック」
（20世紀の巨匠を観る）

○ ○

【知識及び技能】
物語から感じたことを自分の表現
に生かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
知識を基にテーマを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
友人の作品を鑑賞して感じたこと
を言葉で説明できる。

「モダンテクニックを用いて、物
語を表現する」

○

【知識及び技能】
構図の基礎知識を身に付けるとと
もに、描写力を高める。
【思考力、判断力、表現力等】
モノをよく見て、観察し表現する
力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
観察したものの描写に創意工夫が
できる。

「静物デッサン」

○ ○

・構図の基礎知識を身に付けるとともに、描
写力を高めているか。
・モノをよく見て、観察し表現する力を高め
ているか。
・観察したものの描写に創意工夫ができてい
るか。

13

３
学
期

【知識及び技能】
明暗を鉛筆で表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の手をグラデーションを用い
て立体k的に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
対象を自発的に観察できる。

「グラデーションと手のデッサ
ン」

○ ○

・明暗を鉛筆で表現できているか。
・自分の手をグラデーションを用いて立体的
に表現できているか。
・対象を自発的に観察できているか。

○

○

・物語から感じたことを自分の表現に生かせ
ているか。
・知識を基にテーマを表現できているか。
・友人の作品を鑑賞して感じたことを言葉で
説明できているか。 ○ ○

○ ○

10

合
計

70

○ 10



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（1,2学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年：1,2学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科

人間と社会
人間と社会 1

当該学年学級担任

準教科書　人間としての在り方生き方

人間と社会の目標

【 知　識　及　び　技　能 】 社会に役立つ知識と能力を高める。

【思考力、判断力、表現力等】 社会の様々な課題について理解する。

【学びに向かう態度、人間性等】
社会に役立つ喜びと意義を理解する。
社会のいろいろな人と共に生きる姿勢を身につける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

① 教科書による学習
・「ペアワーク、グループワーク」
② 事前指導
③ 体験活動
・地域清掃・河川敷の清掃
・地域住民及び東京都水辺協会関係者と
の交流（財団法人東京都公園協会水辺事
業部）

④ 事後学習
・活動の記録、自己評価

1学年1学期
1　地域社会を築く

地域貢献活動について基本的な知識理解に関して、ワーク
シートにまとめさせる。　　　　　　　　（課題意識）

活動記録と自己評価を提出させる。（主体的な取組、貢献）

学習成果の達成状況を報告書で提出（主体的な取組、意識行
動変容） 〇 〇 5

① 教科書による学習

② ペアワーク、グループワーク

③ まとめ

2　人間関係を築く 「奉仕とボランティアの違い」に関する基本的な知識理解に
関してワークシートにまとめさせる。（課題意識）

グループワークで理解したことについて自己評価を提出さ
せ、生徒の理解度を分析する。（主体的な取組、意識行動変
容）

〇 〇 〇 3

〇

２
学
期

① 事前指導

② 体験活動（宿泊防災訓練）
Ａ　煙体験：浅草消防署
Ｂ　止血訓練、搬送訓練、タンカー作
り：浅草消防署
Ｃ　ゴムボート組立、発電機の取扱、災
害用機材取扱、ロープワーク：蔵前警察
署
Ｄ　消火訓練（Ｄ級ポンプ活用訓練）、
消化器訓練：浅草消防団第１分団
Ｅ　トイレ誘導、高齢者の立たせ方、車
椅子の使い方、認知症の疑いの方との接
し方、段差のあるところの誘導：ケアオ
フィスこもれび・ノルメカエイシア・あ
おぞら
Ｆ　起震車体験：台東区危機管理課

③ 事後指導

2学年2学期
3　支え合う社会

防災活動についての基本的な知識理解に関してワークシート
にまとめて提出させる。（課題意識）
体験活動を通して、学習成果の達成状況を報告書で提出させ
る。（主体的な取組、意識行動の変容）

〇 〇 6

① 教科書による学習

② まとめ

3　支え合う社会 「視覚障害者に出会ったら」に関する理解をワークシートに
まとめさせる。（課題意識）

学習成果の達成状況を報告書で提出（主体的な取組、意識行
動変容） 〇 〇 〇 2

〇

３
学
期

① 教科書による学習

② 「ペアワーク、グループワーク」

2学年3学期
4　学ぶことの意義

「学ぶことの意義、働くことの意義について、ワークシート
にまとめて提出させる。（課題意識）

〇

35

〇 2

① 教科書による学習
② 「ペアワーク、グループワーク」
③ 事前指導
④ 体験活動
「インターンシップ」（東京都中小企業
振興公社他協力企業等）
⑤ 事後指導

5　働くことの意義 体験活動を通して、課題を解決できたか、学習成果の達成状
況を報告書で提出させる。（主体的な取組、貢献意識行動変
容

〇 〇 〇

17

合計

〇


